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　10月3日（現地時間）、ギリシャ・レスヴォス島で世界ジオパーク（大地の公園）ネットワークの
最終審査が行われ、山陰海岸ジオパークが世界ジオパークネットワークに加盟認定されました。
　ギリシャの会議に出席していた山陰海岸ジオパーク推進協議会会長の中貝市長から、同協議会
事務局に「認定」の連絡が入ると、待機していた関係者らから大きな拍手が沸き起こりました。
　市では、市役所本庁舎に懸垂幕を掲げ、玄武洞公園では、横断幕を掲げて認定を祝い、案内看
板に「世界ジオパークネットワーク」のロゴマークを張りました。

《問合せ》観光課☎21-9016

祝
山陰海岸ジオパークが
　　世界ジオパークに認定!!

「世界ジオパークネットワーク」のロゴマークを案内
看板に張る城崎温泉観光協会会長の柴田　誠さん

吉報を受け喜ぶ関係者
（豊岡総合庁舎）
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世
界
的
に
貴
重
な
地
形
や
地
質
、

火
山
、
断
層
な
ど
を
有
す
る
自
然

公
園
を
認
定
す
る
制
度
で
、
ユ

ネ
ス
コ（
国
連
教
育
科
学
文
化
機

関
）の
支
援
で
平
成
16
年
に
設
立

さ
れ
た
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
認
定
し
て
い
ま
す
。
今

回
で
、
25
カ
国
、
77
地
域
の
認
定

に
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
遺
産
が
保
全
や
保
護
を
重

視
す
る
の
に
対
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク

は
、
自
然
を
観
光
や
教
育
、
地
域

振
興
な
ど
に
積
極
的
に
活
用
す
る

取
組
み
も
重
視
さ
れ
ま
す
。

○
日
本
海
形
成
過
程
の
い
ろ
い
ろ

な
年
代
の
岩
石
の
景
観（
竹
野

海
岸
ほ
か
）

○
地
球
と
自
然
、
生
活
と
の
関
係

が
分
か
る
活
動（
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
郷
公
園
）

○
第
四
紀
の
基
準
と
な
っ
た
地
磁
気

逆
転
期
発
見
の
場
所（
玄
武
洞
）

○
温
泉
の
活
用
と
温
泉
文
化（
城

崎
温
泉
ほ
か
）

○
地
殻
変
動
を
表
す
火
山
地
形
や

断
層（
神
鍋
高
原
ほ
か
）

○
世
界
最
先
端
の
砂
漠
緑
化
の
研

究（
鳥
取
砂
丘
）

　

京
丹
後
市
の
経き

ょ
う

ヶが

岬み
さ
き

と
鳥
取
市

白は
く

兎と

海
岸
の
間
の
東
西
約
1
1
0

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
最
大
30
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
エ
リ
ア
で
す
。

●
10
月
30
日（
土
）京
丹
後
市
〜
豊

岡
市
コ
ー
ス

▽
行
程　

K
T
R
久
美
浜
駅
〜
J 

R
城
崎
温
泉
駅（
約
13
・
2
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）　

▽
問
合
せ　

京
丹
後
市
観
光
振
興

課
☎
0
7
7
2
－
69
－
0
4
5
0

●
10
月
31
日（
日
）豊
岡
市
〜
香
美

町
コ
ー
ス

▽
行
程　

J
R
竹
野
駅
〜
J
R
佐

津
駅（
約
10 

・
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

▽
問
合
せ　

豊
岡
市
観
光
課

　

☎
21
－
9
0
1
6　

共
通
事
項

▽
募
集
人
数　

各
先
着
1
0
0
人

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴　

▽
参
加
費　

一
般
5
0
0
円（
保

険
料
、
記
念
品
代
含
む
。
当
日

徴
収
）、
高
校
生
以
下
は
無
料

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
？

世
界
遺
産
と
は
ど
う
違
う
の
？

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の

特
徴
は
？

エ
リ
ア
は
？

認
定
記
念
イ
ベ
ン
ト

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

1
1
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ウ
ォ
ー
ク

世界の大舞台へ!

平成19年７月　山陰海岸ジオパーク推進協議会設立
平成20年７月　世界ジオパークの認定に向け国内候
　　　　　　　補地に申請
　　　　10月　日本ジオパーク委員会で国内候補地
　　　　　　　落選
　　　　12月　日本ジオパーク委員会から「日本ジ
　　　　　　　オパーク」に認定
平成21年６月　再度、国内候補地に申請
　　　　10月　国内候補地に選定
　　　　12月　世界ジオパークネットワークに申請
　　　　　　　書提出
平成22年８月　同ネットワーク委員による現地審査
　　　　10月　世界ジオパークに認定（国内４地域目）

　

こ
れ
か
ら
が
大
事
じ
ゃ
。地

域
全
体
で
協
力
し
合
い
、世

界
に
誇
れ
る「
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
」を
み
ん
な
で
育
て
て

い
こ
う
で
。

　

世
界
進
出
を
祝
し
て
、ま
ず

は
ど
ぶ
ろ
く
で
乾
杯
じ
ゃ
!!えんび服でお祝い

モードの玄さん

（関連シリーズ19ページ掲載）

San'in Kaigan Geopark
山陰海岸ジオパーク

渚交流館

海の文化館
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岩井温泉
湯村温泉
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磯砂山

木津温泉

道の駅神鍋高原

経ヶ岬

JR竹野

円山川

JR城崎温泉

JR豊岡

城崎温泉

来日岳

猫崎半島

29

178

178

178

482
482

482

426

29
53

9

9

9

鳥取砂丘ジオパークセンター

5km 10km0

312

312

山陰海岸学習館

新温泉町山陰海岸ジオパーク館

扇ノ山扇ノ山

JR浜坂JR浜坂

　世界ジオパークネット
ワークへの加盟が決定し、
本当にうれしく思います。
　自分たちの地域を見つ
め、誇りに思い、世界に
アピールしようという住
民と行政が一体となった
活動の成果です。
　今後さらに山陰海岸ジ
オパークとしての連携を
深め、世界ジオパークの

名に恥じない、質の高いジオパーク活動を推進し
ていきます。
　加盟に向けてそれぞれの立場でご尽力・ご協力
をいただいた方々に、心から感謝を申しあげます。

山陰海岸ジオパーク推進協議会会長
豊岡市長　中貝宗治

認定までの道のり
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幼
稚
園
と
保
育
所
の
そ
れ
ぞ
れ

の
良
い
と
こ
ろ
を
生
か
し
な
が
ら
、

そ
の
両
方
の
役
割
を
果
た
し
、
小

学
校
に
就
学
す
る
ま
で
の
子
ど
も

に
対
す
る
教
育
・
保
育
と
、
地
域

の
子
育
て
家
庭
を
対

象
に
し
た
子
育
て
支

援
を
総
合
的
に
提
供

す
る
施
設
で
す
。

　

市
で
は
、
認
定
こ

ど
も
園
で
4
・
5
歳

児
の
幼
稚
園
児（
短

時
間
児
）と
0
〜
5

歳
児
の
保
育
所
児（
長
時
間
児
）を

受
け
入
れ
ま
す
。

　

4
・
5
歳
児
が
、
保
護
者
の
就

労
の
有
無
な
ど
に
よ
っ
て
幼
稚
園

と
保
育
所
に
分
か
れ
る
こ
と
な
く
、

　

市
で
は
、昨
年
10
月
に
策
定
し
た「
豊
岡
市
に
お
け
る
幼
稚
園
・
保

育
所
の
あ
り
方
計
画
」に
基
づ
き
、城
崎
地
域
と
但
東
地
域
で
、平
成

23
年
4
月
か
ら「
認
定
こ
ど
も
園
」を
開
園
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》こ
ど
も
企
画
課
こ
ど
も
企
画
係
☎
21

－

9
0
0
3

同
年
齢
児
が
同
じ
ク
ラ
ス
で
一
緒

に
幼
児
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
年
度
途
中
で
保
護
者
が

就
労
な
ど
を
中
断
し
て
も
、
継
続

し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
内
い
ず
れ
の
幼
稚

園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
に

お
い
て
も
、
同
じ
レ
ベ
ル
の
質
の

高
い
教
育
・
保
育
が
実
践
で
き
る

よ
う
、
就
学
前
の
教
育
・
保
育
計

画
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
今

年
11
月
を
目
途
に
﹁
豊
岡
市
就
学

前
の
教
育
・
保
育
計
画（
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
・
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
）﹂
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
後
も
、
小
学

校
と
の
連
携
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

﹁
認
定
こ
ど
も
園
﹂と
は

﹁
認
定
こ
ど
も
園
﹂の
メ
リ
ッ
ト

就
学
前
の
保
育
・
教
育

就
学
前
の
保
育
と
教
育
を

　
　
　
　
　

総
合
的
に
提
供

1
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

時刻 7：00 8：00 10：00 12：00 14：00 16：00 18：00 19：00

０〜３歳児
（保育所児）

４
・
５
歳
児

長時間児
（保育所児）

短時間児
（幼稚園児）

※標準的なスケジュールであり、施設、曜日、季節などにより多少異なることがあります。

早
朝
保
育

登　
　

園

保
育

昼
食

保
育

お
や
つ

お
昼
寝

保
育

お
や
つ

お
昼
寝

降
園

降
園

延
長
保
育《共通の教育・保育時間》

幼稚園児と保育所児が同
じクラスで一緒に活動す
る時間

昼食
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11
月
25
日
発
行
の
市
広
報
紙
で

園
児
募
集
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

4
・
5
歳
児
は
、短
時
間
部（
幼

稚
園
）か
長
時
間
部（
保
育
所
）を

選
択
く
だ
さ
い
。
3
歳
児
以
下
は

全
員
長
時
間
部（
保
育
所
）へ
の
入

園
と
な
り
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
本
来

小
学
1
〜
3
年
生
の
放
課
後
留
守

家
庭
等
児
童
を
対
象
に
行
う
事
業

で
す
。
幼
稚
園
児
が
家
庭
外
で
長

時
間
保
育
を
受
け
る
場
合
は
、
体

力
お
よ
び
環
境
面
か
ら
保
育
所
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

城
崎
・
但
東
地
域
で
は
、
認
定

こ
ど
も
園
の
長
時
間
部
の
受
け
入

れ
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
幼
稚
園

児（
短
時
間
児
）は
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
利
用
を
対
象
外
と
し
ま
す
。

入
園
手
続
き

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

年齢 受入基準 区分 通常保育時間 早朝・延長保育 休業日 保育料
３歳児
以下

保育に
欠ける子

長時間児
（保育所児）

城崎こども園
8：30〜16：30

合橋・高橋・
資母認定こども園
8：15〜16：15

早朝7：30〜
延長19：00まで

（18：30以降有料）
※城崎こども園は、
　延長19：30まで

現在の保育所と
同じ

市保育所保育料
（所得に応じたも
の。給食費含む）

４歳児
５歳児

保育に
欠ける子

保育を
希望する子

短時間児
（幼稚園児）

原則
8：30〜14：00

（園によって多
少異なります。）

一時保育
利用可能
（有料）

現在の市立幼稚園
と同じ

土曜日は休み
春・夏・冬休み有

※城崎こども園は、長
期休業期間中、希望
者に預かり保育実施

市幼稚園保育料
　月額5,500円
  （平成22年度）＋
　給食費3,300円

※日曜日、祝日は休みです。
※保育料のほかに、個人の持ち物について実費徴収することがあります。

受入基準と保育時間・保育料

運営体制・利用施設

※利用施設
　・平成23年度　必要な増改築を行った現幼稚園施設で、認定こども園を開設
　・平成24年度〜現保育園の場所に改築した新園舎で、認定こども園を開園

※利用施設
　・平成23年度〜現在の幼稚園と保育園の両園舎を活用して、認定こども園を開園

※利用施設
　・平成23年度〜現在の幼稚園と保育園の両園舎を活用して、認定こども園を開園

※利用施設
　・平成23年度〜現在の保育園舎を活用して、認定こども園を開園

※市立幼稚園は廃止市立城崎幼稚園

市立合橋幼稚園

市立合橋保育園

市立高橋幼稚園

市立高橋保育園

市立資母幼稚園

市立資母保育園

市立合橋認定こども園

市立資母認定こども園

市立高橋認定こども園

社会福祉法人　城崎保育園

社会福祉法人　城崎幼稚園（予定）
社会福祉法人　城崎こども園（仮称）
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体重（㎏）
腹囲（㎝）

73.8
70.5

67.1 66.1

90.5 89.5 85 83

60

80

90

70

100

現在６カ月後３カ月後初回 20

25

30

35

現在６カ月後３カ月後

筋肉率（％）
体脂肪率（％）

初回

29

28.328.2

28.4

29.1

31.6

24.4
20.9

　市では、40歳から74歳までの豊岡市国民健康保険加入者の特定健診を行っています。
　健診結果から、生活習慣病のリスクや年齢などを総合的に判断して、対象者に「特定保健指
導利用券」を発送しています。この利用券で、特定保健指導の教室に参加できます。
　教室では、生活習慣改善のためのきっかけづくりをしています。
　平成21年度は、5,999人が特定健診を受診。特定保健指導が必要と判定された680人のうち、
341人が教室を利用しました。健診・保健指導を積極的に利用し、健康づくりをしましょう。

《問合せ》健康増進課国保保健係☎24-7034

■
谷
口
隆
夫
さ
ん（
日
高
町
山
本

55
歳
）

【
今
ま
で
の
生
活
・

教
室
参
加
の
き
っ
か
け
】

【
改
善
目
標
】

引き締ま
る！若返

る！

特定保健指導を受けましょう
生活習慣病予防のため、ぜひ、利用ください

【
参
加
し
た
後
の生

活
や
体
の
変
化
】

【
谷
口
さ
ん
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
】

持続・継続することの挑戦

“変われる!”の実践

〈体脂肪率・筋肉率の変化〉〈体重・腹囲の変化〉

特
定
保
健
指
導
に
参
加
し
て
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■
奥
本
人
司
さ
ん（
城
崎
町
湯
島

52
歳
）

【
今
ま
で
の
生
活
・

教
室
参
加
の
き
っ
か
け
】

【
改
善
目
標
】

【
参
加
し
た
後
の生

活
や
体
の
変
化
】

【
奥
本
さ
ん
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
】

散
歩
の
距
離
を
伸
ば
し
た
こ

と
で
結
果
が
現
れ
た
！

腹囲（㎝）
体重（㎏）

70

75

80

85

90

現在６カ月後３カ月後初回

77.3
70.9 71.6 71.0

89.5

82.0 82.5
81.0

体脂肪率（％）筋肉率（％）
15

20

25

30

35

現在６カ月後３カ月後初回

25.1
18.9

21.8

30.2 33.0
31.4

22.9

30.9

〈体脂肪率・筋肉率の変化〉〈体重・腹囲の変化〉

エネルギー量を速歩で表示してみました
食べ過ぎ・飲み過ぎに注意しましょう!

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
で

特
定
保
健
指
導
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
?

〈個別相談の様子〉

〈運動実技の体験〉

　

平
日
が
忙
し
い
方
に
も
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
、
土
・
日
曜
日
、

夜
間
の
利
用
も
可
能
で
す
。

みかん　２個（80㎉）
速歩　約20分

（ごはん　約1/3杯）

もち　２個（240㎉）
速歩　約60分

（ごはん　約１杯）

日本酒　１合（185㎉）
速歩　約45分

（ごはん　約2/3杯）



＜東京乗継利用者数の推移＞
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市
で
は
、東
京
直
行
便
の
実
現
に
向
け
て「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
7ナナ
0マル
」と
題

し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の
利
用
率（
搭
乗
率
）を
70
パ
ー
セ
ン
ト

に
す
る
取
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、航
空
会
社
に
対
し
て
も
、東
京
直
行
便
の
就
航
を
強
く
要
請

し
て
い
ま
す
が
、実
現
で
き
ず
に
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、東
京
直
行
便
を
実
現
す
る
た
め
、早
く
て
快
適
な

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
を
、ぜ
ひ
、利
用
く
だ
さ
い
。

 

《
問
合
せ
》都
市
整
備
課
交
通
政
策
係
☎
23-

1
7
1
2

東
京
直
行
便
の
実
現
に
向
け
、

課
題
に
取
り
組
む
！

展開中！！
～但馬⇔大阪（伊丹）便搭乗率70%を目指して～

東
京
乗
継
利
用
者
が
増
加

年
間
利
用
者
1
万
人
超
に
！

運航ダイヤ

※発着時間は、天候その他やむを得ない理由により変更される場合
がありますので、搭乗前に確認ください。

東京
（羽田） 大阪（伊丹） 但馬

出発 便名 到着

乗
継

出発 便名 到着

 7：30 JAL
103  8：45  9：05 JAC

2321  9：45

15：30 JAL
125 16：40 17：00 JAC

2323 17：40

但馬 大阪（伊丹） 東京
（羽田）

出発 便名 到着

乗
継

出発 便名 到着

10：10 JAC
2322 10：45 11：30 JAL

114 12：35

18：05 JAC
2324 18：40 19：30 JAL

134 20：35
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●
助
成
申
請
が
可
能
4

4

な
も
の

●
助
成
申
請
が
不
可
能

4

4

4

な
も
の

●
事
前
助
成

●
事
後
助
成

▽
申
請
窓
口　

▽
申
請
方
法　（

下
記
を
参
照
）

運 

賃 

助 

成

助
成
対
象

助
成
申
請
方
法

旅行代理店 住　所 電話番号

㈱さとうトラベルサービス豊岡店 大手町340 アイティ3F 22-0007

きほくツアーズ㈱JTB旅サロン豊岡 千代田町11-30 23-0001

（有）i.スマイル 若松町7-40 26-6140

いずしトラベルサービス 出石町内町104-7 52-4960

㈱スカイウェイ 寿町4-1 29-0203

JAたじま旅行センター 立野町20-2 JAたじま本店2F 24-8200

㈱ツーリストサンフラワー 泉町4-7 22-4281

航
空
券
の
助
成
申
請
に
注
意
！

ご搭乗案内 ご搭乗券

▲所要時間・所要経費の目安〔豊岡－東京間（片道）〕

東京へはコウノトリ但馬空港から飛行機が早くて快適！東京へはコウノトリ但馬空港から飛行機が早くて快適！

東京はこんなに近い！ （所要時間の比較）
飛行機  　　　　　 約３時間（搭乗時間約２時間）
鉄　道　 　　　　　　　　 約５時間（乗車時間約５時間）
自動車　 　　　　　　　　　　　　　　　　約10時間

飛行機　 　　　　　　　　　　　　約1.7万円（助成後）
鉄　道　 　　　　　　　　　　約1.6万円
自動車　 　　　　　　　　　 　　　　　　　 約２万円

大好評!!

最安 20,500円～
（助成後）

飛行機はそんなに高くない！ （所要経費の比較）

旅行商品を利用すればさらにお得!!　但馬⇔羽田往復航空券＋宿泊（１泊もしくは２泊）



　

市
で
は
、
人
事
行
政
の
公
正
性

と
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、
市
の

職
員
数
と
給
与
の
状
況
に
つ
い
て

公
表
を
行
い
ま
す
。

　

人
事
関
係
で
は
、
職
員
数
や
休

暇
、
福
利
厚
生
な
ど
の
状
況
に
つ

い
て
、
給
与
関
係
で
は
、
普
通
会

計（
水
道
・
下
水
道
事
業
な
ど
の

特
別
会
計
を
除
く
）に
属
す
る
職

員
の
給
与
と
各
種
手
当
の
状
況
、

お
よ
び
市
長
な
ど
特
別
職
の
報
酬

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》職
員
課

　

☎
23
ー
1
3
2
6

人事関係
１. 職員の任免および職員数の状況�

⑴採用と退職� （平成21年度）
身分上の職名 職種 採用 退職

行政職員

一般事務職 4人 29人
介護職 － －
保育士  3人  4人

土木技術職  1人  6人
建築技術職  1人 －

保健師 －  1人
管理栄養士 － －
生活支援員 － －

医師  2人 －
消防吏員 消防職  1人  5人
教員 幼稚園教諭  3人  2人
技能職員 技能職 －  1人
労務職員 労務職 －  5人

合計 15人 53人

⑵昇任と降任� （平成21年度）

区分 昇任 降任

部長級以上  5人 0人

課長級 17人 0人

課長補佐級 24人 0人

係長級 24人 0人

主任以下  3人 0人

合計 73人 0人

※昇任とは、現在の職より上位の職に任用されること、降
任とは、現在の職より下位の職に任用されることです。

⑶部門別職員数の状況�
部門 職員数

対前年増減数
　区分　　 21年度 22年度
一般行政 �562人 557人 △ 5人
　一般管理  384人 384人 －
　福祉  178人 173人 △ 5人
特別行政 �313人 297人 △16人
　教育  185人 169人 △16人
　消防  128人  128人 －
公営企業等会計 �110人 102人 △ 8人
　水道   29人 24人 △ 5人
　下水道   24人   22人 △ 2人
　その他   57人 56人 △ 1人
合計 985人 956人 △29人

※地方公共団体定員管理調査による職員数で教育長を含む職員数
です。
※両年度とも４月１日現在の数値です。

⑷定員管理適正化計画の年次別推進状況の概要

部門 人数（進渉率） 17～22の
数値目標 22年度17年度 22年度

一般行政 　641人
（－）

557人
（93.3％）   △90人 551人

特別行政 　300人
（－）

296人
（△23.5％）  　17人 317人

公営企業
等会計

　134人
（－）

102人
（103.2％）  △31人 103人

合計 1,075人
（－）

955人
（115.4％）△104人 971人

※⑶部門別職員の状況と比較した場合、教育長は対象外になり
ます。
※行政改革大綱に基づく平成19年4月の組織改革（こども部門
の統一など）により、計画の見直しを行っています。

２. 職員の勤務時間その他勤務条件の状況�

⑴基本的な勤務時間
職員の勤務時間は、１日７時間45分、１週間38時間45分です。� （平成22年４月１日現在）

区分 勤務時間 休憩時間

一般の職員 午前８時30分～午後５時15分 正午～午後１時

市
の
職
員
数
と
給
与
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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市の職員数と給与
⑵休暇� （平成22年４月１日現在）
種　類 内　　　　　　容

年次有給休暇 　心身の疲労を回復させ、労働力の維持培養を図ることを目的とし、職員が請求したときに付与される休暇
（１年度につき20日以内）

病気休暇 　負傷または疾病の療養のため勤務することができない職員に対し、医師の証明などに基づき、必要最小限
度の期間について認められる休暇（120日以内）

介護休暇 　職員が要介護者の介護をするため、勤務しないことが相当であると認められる場合における無給の休暇　
（連続する６カ月の期間内）

組合休暇 　職員団体の業務に従事する場合に認められる無給の休暇（１年度につき30日以内）

特別休暇

　特別な事情により職員が勤務しないことが相当である場合に認められる休暇
結婚休暇 　５日の範囲内の期間
妊娠中または出産後の通院休暇 　妊娠期間および出産後、それぞれに応じた回数

分べん休暇 　出産予定日の8週間前の日から出産の日の翌日から8週間を経過する日ま
での範囲内の期間

配偶者出産休暇 　２日の範囲内の期間
男性職員の育児参加休暇 　７日の範囲内の期間
忌引休暇 　続柄に応じた範囲内の期間
夏季休暇 　５日の範囲内の期間

その他 　骨髄提供休暇、ボランティア休暇、妊娠中の通勤緩和休暇、育児休暇、
父母の祭し休暇、生理休暇、子の看護休暇、短期介護休暇、長期勤続休暇

⑶年次有給休暇の取得状況
（平成21年度）

総取得日数 8,669日
対象職員数 986人
平均取得日数 8.8日

⑷育児休業の取得状況
（平成21年度）

平成21年度に新規に取得したもの 13人
平成20年から引続いているもの 9人

　育児休業とは、職員が３歳に満たな
い子を養育するために休業することが
できる制度です。育児休業期間中は、
給与は支給されません。

３. 職員の分限および懲戒処分の状況�

⑴分限処分の状況
　分限処分とは、勤務成績が良くない場合や心身の故
障のために職務の遂行に支障がある場合、長期休養を
要する場合などに、公務能率の維持を目的として、降任、
免職、休職、降給させる不利益処分のことを言います。
 （平成21年度）
種類 降任 免職 休職 降給

処分件数 0件 0件 23件 0件

⑵懲戒処分の状況
　懲戒処分とは、法律または条例、規則に違反した場合、
職務上の義務に違反し、または職務を怠った場合、全体
の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合に免
職、停職、減給、戒告となる不利益処分を言います。
 （平成21年度）
種類 戒告 減給 停職 免職
処分件数 2件 0件 1件 0件

４. 職員の研修および勤務成績の評定の状況�

⑴研修� （平成21年度）
種別 派遣先・内容など 受講者数

派遣研修

自治大学校 2人
兵庫県自治研修所（管理職員・監督職員研修ほか）  31人
兵庫県市町振興協会（パソコン） 105人
兵庫県市町振興課（実務研修ほか）  17人
但馬広域行政事務組合（中堅・新任職員研修ほか） 144人
全国市町村国際文化研修所（国際交流基礎ほか） 6人
その他 12人

庁内研修

勤務評定者研修（管理・監督職員対象） 90人
管理職員研修（管理職） 62人
メンタルヘルス研修（一般職員、管理・
監督職員対象） 47人

人権研修 46人
その他  37人

自主研修 自主研修支援事業および通信教育 27人
合計 626人

⑵勤務成績の評定の状況
　現在、適切な人事管理を行うとともに、職員の意欲向
上など人材育成を目的として、適正かつ公平な勤務評定
を行うため、管理・監督職を対象とした勤務評定者研修
を実施するなど、その制度の確立に向けて準備を進めて
います（平成21年度実施）。

５. 職員の福祉等の状況�

⑴職員の福利厚生の状況� （平成21年度）
区分 内容

健康管理

　定期健康診断、成人病健診などの健康診断・
検査、および破傷風、B 型肝炎、インフルエン
ザの予防接種を実施。また、心の健康管理啓発の
ため、メンタルス研修を実施するとともにカウ
ンセリングを試行実施

共済制度 　兵庫県市町村職員共済組合または公立学校共
済組合による実施

互助会制度 　兵庫県町村職員互助会または兵庫県学校厚生
会による実施

⑵公務災害の状況
　職員が、公務上の災害または通勤上の災害を受けた場
合は、その災害によって生じた身体的損害に対する経済
的補填があります。
 （平成21年度）

項目 発生件数

公務災害 4人

通勤災害 0人
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６. 職員の競争試験および選考の状況�

⑴職員採用試験の実施状況� （平成21年度）
職　種 受験者数 採用者数 競争倍率

一般事務職 135人 6人 22.5倍
土木技術職 8人 1人 8.0倍
建築技術職A 4人 1人 4.0倍
建築技術職B 2人 1人 2.0倍
環境のまちづ
くり専門員　 40人 1人 40.0倍

保　健　師 8人 1人 8.0倍
臨床発達心理士 3人 1人 3.0倍
消　防　職 19人 5人 3.8倍
保育士・　
幼稚園教諭 43人 6人 7.2倍

７. 公平委員会の報告事項�

⑴勤務条件に関する措置要求の状況
　（平成21年度）
　措置要求、処理などなし

⑵不利益処分に関する不服申立ての状況
　（平成21年度）
　不服申立て、処理などなし

給与関係
８. 職員の給与等の状況�

⑴人件費の状況（普通会計決算）� （平成21年度）

平成22年3月31日住民基本台帳人口 88,641人
歳出額（A） 49,038,394千円
実質収支 1,010,951千円
人件費（B） 8,435,032千円
人件費率B/A 17.2％

※人件費には、市長などの給与、議員、各種委員会委員に支給され
る報酬などを含みます。
※普通会計は、一般会計と診療所事業特別会計などを合計したもの
です。
※住民基本台帳人口には、外国人を含みます。
※実質収支は、歳入決算額から歳出決算額を単純に差し引いた額（形
式収支）から翌年度に繰り越すべき財源を控除した額です。

⑵職員給与費の状況（普通会計決算）�（平成21年度）
職員数（A） 853人

給与費

給　料 3,137,942千円
職員手当 628,014千円

期末・勤勉手当 1,171,078千円
計（B） 4,937,034千円

１人当たり給与費B/A 5,788千円
※職員手当には退職手当は含みません。
※職員数は、平成22年４月１日現在の人数です。

⑶職員の平均給料月額および平均年齢
� （平成22年４月１日現在）

区　　分 豊岡市 国

一般行政職
年齢 44.1歳 41.9歳

給料月額 334,400円 325,579円

技能労務職
年齢 47.2歳 49.3歳

給料月額 305,900円 284,514円
※一般行政職とは行政職員（事務･技術）であり、技能労務職とは、
自動車運転手、用務員などを言います。

⑷ラスパイレス指数の状況
区　分 21年度

一般行政職 95.9
技能労務職 110.4

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100としたとき
の本市職員の給与水準を算定した指数です。

⑸職員の初任給の状況
� （平成22年４月１日現在）

区　　分 豊岡市 国

一般行政職
大学卒 178,800円 172,200円
高校卒 144,500円 140,100円

技能職
高校卒 141,900円 137,200円

中学卒 15歳〜17歳
は基準なし 129,200円

労務職
高校卒 137,200円 −
中学卒 125,400円 −

⑹職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
� （平成22年４月１日現在）

区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一　般
行政職

大学卒 266,200円 303,000円 331,800円
高校卒 212,700円 266,200円 303,000円

技　能
労務職

高校卒 197,800円 235,200円 275,800円
中学卒 176,700円 217,800円 257,000円

※経験年数は、卒業後直ちに採用されて勤務している場合の年数で
す。

⑺一般行政職の級別職員数の状況（普通会計）
� （平成22年４月１日現在）
区　分 1級 2級 3級 4級

標準的な
職務の内容 主事 経験を必要

とする主事
係長、主査、
主任

課 長 補 佐、
主幹、相当の
経験を必要
とする係長

職員数 12人 32人 301人 98人

構成比 2.3％ 6.0％ 56.8％ 18.5％

区　分 5級 6級 7級

合計標準的な
職務の内容 課長、参事

部次長、相
当の経験を
必要とする
課長・参事

部長、部参
事、総合支
所長

職員数 57人 12人 18人 530人

構成比 10.7％ 2.3％ 3.4% 100.0％

※職員の給与に関する条例に基づく行政職給料表の級区分です。
※標準的な職務の内容は、それぞれの級に該当する職員の代表的な
職名です。
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市の職員数と給与
⑻職員手当の状況
� （平成22年４月１日現在）

区　分
豊岡市 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
6月期 1.25月分 0.70月分 1.25月分 0.70月分
12月期 1.50月分 0.70月分 1.50月分 0.70月分
計 2.75月分 1.40月分 2.75月分 1.40月分

加算措置
の有無　

職制上の段階、職務の級などによる加算
措置あり

①支給率� （平成22年４月１日現在）

区分
豊岡市 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.50月分 30.55月分 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分 47.50月分 59.28月分
最高限度
月数　　 59.28

②その他の加算措置
豊岡市 国
定年前早期退職（2 〜 20％加算）

③退職時特別昇給
豊岡市 国

なし
④１人当たり平均支給額

豊岡市 23,811千円
※平成21年度に退職した職員の平均額です。

　平成18年度から各地域の民間賃金水準等に応じて支給さ
れる地域手当が国の給与制度に創設されましたが、豊岡市域
は非支給地となっており、本市の給与制度においては当該手
当は設けていません。

　
� （平成21年度）

支給総額 217,441千円
職員1人当たり支給年額 438千円

※休日勤務手当も含まれています。

� （平成21年度）

区分 全職種

職員全体に占める手当支給職員の割合 14.8％
支給対象職員１人当たり平均支給月額 16,206円
手当の種類 14種類

代表的な　
手当の名称

支給額の多い手当 医師手当
多くの職員に支給され
ている手当

夜間特殊業務
手当（消防職員）

ア . 期末勤勉手当

イ . 退職手当

ウ . 地域手当

エ . 時間外勤務手当（普通会計決算）

オ . 特殊勤務手当（普通会計決算）

カ . 扶養手当・住居手当・通勤手当 （平成22年４月１日現在）

区分 主な内容 国の制度
との異同

異なるときの
内容

扶養手当

下記の者で他に生計の途がなく職員の扶養を受けている者
　①配偶者（月額13,000円）
　②ａ満22歳以下の子および孫
　　ｂ満60歳以上の父母、祖父母
　　ｃ満22歳以下の弟妹
　　　※月額6,500円で、16歳から22歳までの子は1人につき5,000円加算
　　　※職員に配偶者がない場合は、その内1人は月額11,000円

同じ −

住居手当
借家の家賃支払者または持ち家の世帯主
　ａ借家（月額27,000円まで）
　ｂ持ち家（月額3,500円）

一部異なる 国は持ち家にか
かる手当廃止

通勤手当
通勤距離2km以上の者
　ａ交通機関の利用者（月額55,000円まで）
　ｂ交通用具の利用者（月額1,600円から32,000円まで）

一部異なる
交通用具利用者
について距離区
分および手当額

⑼特別職の報酬等の状況� （平成22年４月１日現在）

区分 月額 区分 支給月数

給料
市長 885,000円

期末手当

市長

 6 月期
12 月期

1.95月分
2.20月分

計4.15月分
副市長 695,000円 副市長

報酬

議長 455,000円 議長
副議長 376,000円 副議長
議員 360,000円 議員
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市
で
は
、
事
務
事
業
を
見
直
し
、
説
明
責
任
を
一
層
強
く
果
た
す

た
め
、
事
務
事
業
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
事
業
を
対
象
に
、
全
事
務
事
業
7
7
7
事
業
の
う
ち

15
事
務
事
業
に
つ
い
て
は
外
部
評
価
を
、
ま
た
、
2
3
6
事
務
事
業

に
つ
い
て
は
2
次
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　

評
価
は
、
Ａ（
継
続
）、
Ｂ（
改
善〈
小
〉が
必
要
）、
Ｃ（
改
善〈
大
〉が

必
要
）、
D（
休
廃
止
を
検
討
）の
4
つ
の
区
分
で
判
定
し
、
2
次
評
価

で
は
、
Ａ
20
件
、
Ｂ
1
9
6
件
、
Ｃ
19
件
、
Ｄ
1
件
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
は
、
平
成
23
年
度
の
予
算
編
成
・
組
織
改
革
な
ど
に
反
映

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
政
策
調
整
課
行
政
改
革
係
☎
21

－

9
0
2
2

　

平
成
21
年

度
に
本
庁
・

総
合
支
所
で

行
っ
た
全
事

務
事
業
お
よ

び
そ
れ
を
構

成
す
る
全
業

務
を
対
象
に

評
価
を
行
い
ま
し
た
。

①
1
次
評
価

　

評
価
は
、
ま
ず
、
1
次
評
価
と

事
務
事
業
評
価
の
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
21
年
度
事
業

し
て
担
当
部
課
自
ら
が
評
価
を
行

い
ま
し
た
。

②
外
部
評
価

　

1
次
評
価
を
踏
ま
え
、
評
価
の

客
観
性
や
透
明
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
専
門
的
知
識
や
市
民
感
覚

か
ら
の
評
価（
外
部
評
価
）も
併
せ

て
行
う
こ
と
と
し
、
有
識
者
や
市

民
で
構
成
さ
れ
る
事
務
事
業
評
価

委
員
会
を
設
置
し
、
15
事
業
に
つ

い
て
外
部
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

③
2
次
評
価

　

市
の
重
要
な
方
針
を
判
断
す
る

経
営
戦
略
会
議
や
政
策
調
整
部
内

に
お
い
て
、
絞
り
込
ん
だ
2
3
6

事
務
事
業
の
2
次
評
価
を
行
い
ま

し
た
。

①
1
次
評
価
の
結
果

②
外
部
評
価（
事
務
事
業
評
価
委

員
会
の
評
価
）と
2
次
評
価

　

外
部
評
価
と
2
次
評
価
で
は
、

1
事
業
に
つ
い
て
評
価
が
異
な
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

【
事
務
事
業
評
価
委
員
会

総
括
コ
メ
ン
ト
】

　

次
に
挙
げ
た
問
題
意
識
は
、
市

の
す
べ
て
の
事
務
事
業
の
展
開
に

お
い
て
も
参
考
と
す
る
こ
と
。

①
市
民
に
共
助（
近
隣
の
住
民
が

共
に
助
け
合
う
こ
と
）を
求
め

る
べ
き
事
業
で
、
そ
の
目
的

や
趣
旨
が
浸
透
さ
れ
て
い
る

か
。
ま
た
、
共

助
を
求
め
る
か

ら
こ
そ
、
そ
の

進
ち
ょ
く
状
況

を
積
極
的
に
把

握
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

②
総
合
計
画
な
ど
に
基
づ
く
事
業

で
あ
っ
て
も
、
他
地
域
と
の
均

衡
、
他
業
者
と
の
公
平
性
、
市

民
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
、
十
分
把

握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
隔
た

り
が
生
じ
て
い
な
い
か
。
事
業

効
果
に
つ
い
て
は
、
多
面
的
な

効
果
測
定
も
必
要
で
は
な
い
か
。

③
真
に
市
が
実
施
す
べ
き
事
業
な

の
か
、
民
間
で
の
代
替
が
可
能

か
ど
う
か
、
検
証
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

④
特
定
の
市
民
な
ど
が
受
益
者
と

な
る
事
業
は
、
そ
の
あ
り
方
を

再
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

⑤
事
業
の
効
果
が
十
分
に
発
現
さ

れ
る
よ
う
、
広
報
に
工
夫
を
重

ね
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

⑥
事
業
お
よ
び
組
織
が
形
骸
化
し

て
い
な
い
か
。
少
し
の
工
夫
・

改
善
で
、
よ
り
効
率
的
に
展
開

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

⑦
単
に
コ
ス
ト
削
減
だ
け
を
目
指

し
た
業
務
委
託
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
用
と
な
っ
て
い
な
い
か
。

課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
役
割
・
権
限
・
責
任
を

確
認
し
な
が
ら
、
協
働
で
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
か
。

⑧
新
規
や
戦
略
的
な
事
業
だ
か
ら

こ
そ
、
対
象
者
や
開
催
場
所
の

妥
当
性
を
勘
案
す
る
と
と
も
に
、

事
業
の
効
果
に
つ
い
て
適
正
に

か
つ
客
観
的
に
検
証
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

③
2
次
評
価
の
結
果

※（　

）内
は
2
次
評
価
対
象
事
業

の
1
次
評
価
結
果

　

評
価
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ

た
改
善
方
針（
継
続
・
改
善
・
廃

止
）に
沿
っ
て
事
務
事
業
の
見
直

し
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後
の
予

算
編
成
・
組
織
改
革
な
ど
に
反
映

し
て
い
き
ま
す
。

1　

評
価
の
経
過

2　

評
価
の
結
果

3　

評
価
後
の
展
開

　

個
々
の
事
務
事
業
の
評
価
結
果

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す
。ま
た
、政
策
調
整
課（
東
庁

舎
別
館
3
階
）で
閲
覧
で
き
ま
す
。

事
務
事
業
数　

7
7
7
事
業

A（
継
続
）

3
2
5
事
業

B（
改
善
小
）

4
1
8
事
業

C（
改
善
大
）

25
事
業

D（
休
廃
止
）

9
事
業

A（
継
続
）

20
事
業（
56
）

B（
改
善
小
）

1
9
6
事
業

（
1
6
7
）

C（
改
善
大
）

19
事
業（
12
）

D（
休
廃
止
）

1
事
業（
1
）

外
部
評
価

2
次
評
価

A

2
事
業

2
事
業

B

9
事
業

9
事
業

C

3
事
業

4
事
業

D

1
事
業

0
事
業
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地方債（借入金）　　　　59,034円
その他国県からの収入　19,504円

国県支出金　　　　　　97,658円

地方交付税　　　　　 202,917円

使用料その他市の独自収入
　53,818円

基金等からの繰入　 　  15,792円

市税　　　　　  　　  115,454円

公債費（借入金返済）
90,187円

その他の経費  40,662円
商工費　　　  17,365円

教育費　  　　53,700円

土木費　　　  70,886円

衛生費　  　　76,467円

総務費　　　  98,594円

民生費（社会保障関係）       
                  103,517円

　

平
成
21
年
度
決
算
は
、一
般
会
計
と
特
別
会
計
、企
業
会
計

を
合
わ
せ
た
総
額
で
、歳
入
7
4
3
億
2
、2
5
0
万
円
、歳
出

7
2
1
億
9
、8
4
1
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、市
の
す
べ
て
の
会
計
を
合
わ
せ
た
市
債（
借
入
金
）残
高
は
、

1
、4
3
4
億
3
、1
3
1
万
円（
対
前
年
28
億
1
、6
5
9
万
円
の
減
）

と
な
り
、市
民
1
人
当
た
り
約
1
6
1
万
8
千
円（
対
前
年
2
万
円
の

減
）と
な
っ
て
い
ま
す
。　　
　

  

《
問
合
せ
》財
政
課
☎
21-

9
0
1
4

＜会計別決算額一覧＞

平
成
21
年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し

一
般
会
計
の
決
算

公
営
企
業
会
計
の
決
算

※平成22年3月31日の住民基本台帳人口（88,641人）に基づき
計算しています。

歳入 564,177円 歳出 551,378円

市民1人当たりの決算（一般会計）
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〜「
気
が
つ
け
ば
、も
う
降
り
る
駅
」〜

読 
書 

週 

間

但東分館

☆
教
育
者
か
ら
作
家
に
な
っ
た
著
名
人
作
品
展

　

東
井
義
雄
先
生
に
ち
な
み
、教
育
者
と
し
て
の
道
を
歩
み
、ま
た
、

作
家
と
し
て
も
道
を
開
い
た
著
名
人
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

■
も
う
一
度
読
み
た
い
、あ
の
作
品
展

　

利
用
者
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
、子
ど
も
の

こ
ろ
に
読
ん
だ
懐
か
し
い
、も
う
一
度
読
み
た

い
と
い
う
本
を
集
め
ま
し
た
。

　

夜
風
に
当
た
り
、読
書
の
秋
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
?

　

い
つ
も
と
は
違
う
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
が
見
つ
か
る
か
も
…
?

▽
期
間　

〜
11
月
8
日（
月
）

本　館
☆
読
書
週
間
企
画
展「
国
内
文
学
賞
受
賞
作
品
展
」

　

平
成
21
年
下
半
期
〜
22
年
上
半
期
に
発
表
さ
れ
た

国
内
の
主
要
文
学
賞（
12
賞
）の
受
賞
作
家
お
よ
び
作

品
の
紹
介
・
展
示
を
行
い
ま
す
。こ
の
1
年
間
の
文

学
界
の
動
き
を
、ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
11
月
の
テ
ー
マ
展（
一
般
向
け
）と
し
て
、受
賞
作
家
の
他
の

作
品
や
各
賞
の
歴
代
受
賞
作
品
を
並
べ
ま
す
。読
み
ご
た
え
の
あ
る

名
作
ば
か
り
で
す
の
で「
読
書
の
秋
」の
お
供
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▽
受
賞
作
品
展
示
期
間　

10
月
30
日（
土
）〜
11
月
8
日（
月
）

　「読書週間」は、すべての方が本に親しめるようにと始まった運
動で、今年で64回目を迎えます。
　今年の標語は、「気がつけば、もう降りる駅」です。
　図書館では「読書週間」に合わせて、さまざまな催しを行います。
　１人でも多くの方が、思わず夢中になる本と出会えるよう、図
書館職員一同、心から来館をお待ちしています。
　・本館　☎23︲6151　・城崎　☎21︲9072　・竹野　☎21︲9078
　・日高　☎21︲9060　・出石　☎21︲9010　・但東　☎21︲9036

期間：10月27日（水）～11月9日（火）

出石分館

☆
出
石
分
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

出
石
分
館
は
、出
石
総
合
支
所
1
階
に
移
転
し
、10
月
27
日（
水
）午

後
1
時
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

■「
古
典
芸
能
を
楽
し
も
う
!
」

　

出
石
永
楽
館
で
は
、11
月
5
日（
金
）か
ら

10
日（
水
）ま
で
、「
永
楽
館
大
歌
舞
伎
」公
演

が
開
催
さ
れ
ま
す
。そ
れ
に
先
立
ち
、歌
舞
伎

に
関
す
る
本
の
展
示
を
行
い
ま
す
。こ
の
機
会
に
、日
本
の
古
典
芸
能

の
素
晴
ら
し
さ
を
再
確
認
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▽
期
間　

10
月
27
日（
水
）〜
11
月
10
日（
水
）　

☆
特
別
企
画
～
秋
の
お
楽
し
み
会「
実
り
の
秋
の
お
く
り
も
の
」

　

豊
か
な
実
り
と
美
し
い
彩
を
も
た
ら
す
「
秋
」。
今
年
は
い
っ
た

い
ど
ん
な
う
れ
し
い
贈
り
物
を
届
け
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
か
?

　

楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
家
族
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

10
月
31
日（
日
）午
後
2
時
〜

▽
場
所　

竹
野
総
合
支
所
3
階　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

▽
内
容　

人
形
劇
、
紙
芝
居
、
歌
や
お
話
な
ど

竹野分館

☆「
10
年
、ひ
と
む
か
し
」

　

読
書
の
秋
に
、読
み
そ
び
れ
た
あ
の
一
冊
を
手
に
取
っ
て
み
ま
せ

ん
か
?

　

過
去
10
年
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
集

め
て
紹
介
お
よ
び
展
示
し
て
い
ま
す
。

思
い
出
が
よ
み
が
え
る
懐
か
し
い
本

に
も
う
一
度
出
会
え
る
機
会
で
す
。

▽
展
示
期
間　

〜
11
月
8
日（
月
）

日高分館

城崎分館
☆「
あ
な
た
も
読
書
探
偵
」

　

読
書
の
秋
は
発
見
の
秋
!
ど
こ
か
に「
豊
岡
」が
登
場
す
る
本
を
展

示
し
ま
す
。楽
し
い
絵
本
ク
イ
ズ
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
お
い
し
い
お
は
な
し
★
わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ

　

物
語
の
中
の
お
菓
子
を
作
っ
て
み
よ
う
!

▽
日
時　

11
月
7
日（
日
）午
後
1
時
30
分
〜

▽
対
象　

児
童　

▽
参
加
費　

2
0
0
円

▽
申
込
期
限　

11
月
5
日（
金
）
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年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
、委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を
準

備
く
だ
さ
い
。

●
11
月
13
日（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
11
月
1
日
・
8
日
・
15
日
・
22
日
・

29
日
の
い
ず
れ
も
月
曜
日

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
－
05
－
1
1
6
5

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03
－
6
7
0
0
－
1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
年
金
事
務
所

　

☎
22
－
0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21
－
9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
係

■
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
住
民
税
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告

す
る
場
合
は
、「
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」を

添
付
く
だ
さ
い
。

■
家
族
の
保
険
料
も
納
め
て
い
る
方

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、被
保
険

者
本
人
だ
け
で
な
く
、そ
の
世
帯

の
世
帯
主
や
配
偶
者
も
連
帯
し
て

納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。家

族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
場
合
は
、そ
の
納
付
額
の
全
額

が
納
付
し
た
方
の
所
得
税
な
ど
の

控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、年
末
調

整
な
ど
の
際
に
、家
族
分
の「
社
会

保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

証
明
書
」も
申
告
書
に
添
付
し
、合

算
の
上
、申
告
く
だ
さ
い
。

■
控
除
証
明
書
は
11
月
上
旬
に
送
付

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
、1
年
間

に
納
付（
納
付
書
の
期
限
納
付
と

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
、「
社
会

保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

証
明
書
」な
ど
の
添
付
が
必
要
で
す

　

公
演
に
先
立
ち
、片
岡
愛
之
助

丈
を
は
じ
め
幹
部
俳
優
に
よ
る
恒

例
の
お
練
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
は
、第
40
回
お
城
ま
つ
り

に
併
せ
て
の
開
催
で
す
。

　

役
者
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
ま
た
と
な
い
機
会
。ぜ
ひ
、

誘
い
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

11
月
3
日（
水
・
祝
）午

後
2
時
30
分
〜（
予
定
）

※
大
人
大
名
行
列
槍や

り

振
り
出
発

後
、
出
石
総
合
支
所
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
出
石
総
合
支
所
地
域

振
興
課
☎
52
－
3
1
1
1

口
座
引
落
は
予
定
分
を
含
む
）し

た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明

す
る「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」（
は
が
き
）が

毎
年
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
10
月
か
ら
12
月
ま
で

の
間
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
方
に
は
、

翌
年
の
2
月
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

○
税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年

金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮

の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に
も

心
強
い
味
方
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

・
照
会
用
電
話
番
号

　

☎
0
5
7
0
－
0
7
0
－
1
1
7

・
I
P
電
話

　

☎
03
－
6
7
0
0
－
1
1
3
0

▽
利
用
期
間　

11
月
1
日（
月
）〜

平
成
23
年
3
月
11
日（
金
）の
平

日（
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

　

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す

る
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得

税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す（
障

害
年
金
・
遺
族
年
金
は
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
）。

　

課
税
対

象
と
な
る

受
給
者
に

は
、
毎
年

11
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
扶
養
親
族

等
申
告
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

提
出
期
限（
12
月
1
日
）ま
で
に
提

出
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
告
に
よ
り
、翌
年
受
け

ら
れ
る
年
金
に
か
か
る
所
得
税
の

源
泉
徴
収
税
額
が
決
ま
り
ま
す
。

※
提
出
を
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
所

得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
多
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
平
成
23
年
分「
扶
養
親
族
等
申

告
書
」が
送
付
さ
れ
る
方

・
65
歳
未
満
の
方
…
年
金
額
が

1
0
8
万
円
以
上

・
65
歳
以
上
の
方
…
年
金
額
が

1
5
8
万
円
以
上

※
右
記
年
金
額
よ
り
少
な
い
方
は

源
泉
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
▽
開
催
日
時　

11
月
10
日（
水
）午

前
10
時
〜
午
後
4
時

▽
場
所　

日
高
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
8
号
室（
日
高
町
国
分
寺
）

「
扶
養
控
除
等
申
告
書
」を

期
限
ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う

永
楽
館
大
歌
舞
伎

公
演
お
練
の

お
知
ら
せ

年
金
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
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健康川柳

筋トレで　転ばぬさきの　杖とする
四国　三郎  

※２０１０とよおか健康川柳応募作品から

毎週火曜日は
歩キングデー

コーちゃん オーちゃん
豊岡市マスコット 豊岡市マスコット

　市では、豊岡市健康行動計画｢とよおか健康ぷらん２１｣で朝ごは
んの大切さを挙げ、｢家族そろって朝ごはんを食べるようにしよう｣を
目標の１つとしています。
　そのため、市内の４・５歳児と保護者を対象に、家族(子どもと保護
者)で一緒に作る｢かんたん朝ごはんレシピ｣を募集し､コンテストを
開催しました。
　コンテストの優秀作品と食育コラムを6回シリーズでお伝えします。

《問合せ》健康増進課☎24－1127

　　　　　　　　　　◎ごはん(お米)を使った朝ごはんメニュー
　　　　　　　　　　◎子どもと一緒に作れるメニュー
　　　　　　　　　　◎短時間でできるメニュー　

食で健康づくりを応援①

～料理をする力を育もう～

作り方
①　お米を洗い、皮をむいたジャガイモと一
緒に炊く（2合の水加減）。

②　炊き上がったら混ぜながらつぶし、しら
す、かつお節、チーズを加え混ぜる。

③　ラップにとり、薄くのばす。
④　油を敷いたフライパンを熱し、両面こん
がり焼いて、しょうゆを少したらす。

材料（６人分）
・米　2合　 ・ジャガイモ　3個
・しらす　3０g　 ・かつお節　4ｇ（小１袋）
・ピザ用チーズ　100ｇ　・油　小さじ２
・しょうゆ　小さじ1.5

食育コラム

▲ウェルストーク豊岡　調理実習室で

我が家のC
ク ッ キ ン グ

ooking隊出動！とよおか朝ごはんレシピコンテストを開催しました

ジャガイモ入りおやき朝ごはんレシピコンテスト優秀作品

受賞者（森谷行
ゆく

美
み

さん・
祐
ゆう

大
た

君親子）の声
　パン食からごはん食
に変更しました！朝は
作るのも食べるもの忙
しいので、１品にいろい
ろな食材がバランスよ
く入っているおやきを。
　朝ごはんは、１人で食
べることのないように
みんながそろう時間に
食べます。

　料理は、メニューを考え、買い物をしたり、調理、盛り付けなど、たくさんのプロセスがあり、段取りよ
く進めるためにいろいろと頭を使い、脳活動を活発にします。
　子どもは、料理が出来上がるまでの過程にかかわることで、食べものを五感で感じ取り、食べたい気
持ちをふくらませていきます。料理を通して食べる楽しさを学び、食事の大切さを伝えていきましよう。

朝ごはんメニュー(1食分)
◎ジャガイモ入りおやき　●とろふわ汁
●キャベツの昆布和え　　●牛乳

始めましょう！家庭でもできる食育

【食育】を考える
食育とは…生きる力を育むこと

割る
たまごの殻割りは
子どもが大好き

ちぎる
キャベツやレタス
を手でちぎる

こねる
全体がしっかり混
ざるように

切る
包丁が使えるとお料理の
幅がグンと広がります

朝ごはん作りのポイント

子どもに手伝って
もらうこと（例）

募集メニュー
３つの条件！
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ら
し
い
ん

じ
ゃ
。広
い

山
陰
海
岸

ジ
オ
パ
ー

ク
の
中
で
、

世
界
の
委

員
が
知
っ

て
い
た
3

つ
が
全
部
豊
岡
市
に
ゆ
か
り
が
あ

る
ん
じ
ゃ
か
ら
わ
し
も
鼻
が
高

か
っ
た
ぞ
。

　

こ
れ
か
ら
、海
外
に
行
っ
た
と

き
に
は
、「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
中

に
住
ん
で
い
ま
す
」と
か「
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
の
中
に
あ
る
会
社
で

す
」と
自
慢
で
き
る
ぞ
。

　
「
こ
こ
は
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
で

す
」と
言
っ
て
自
慢
す
る
の
も
ジ

オ
パ
ー
ク
の
活
動
に
な
る
ん
じ
ゃ

か
ら
、わ
し
も
自
慢
し
ま
く
る

ぞ
!

じ
ら
れ
た
も
の
で
す
。し
か
し
そ

れ
を
バ
ネ
と
し
て
、3
府
県
一
体

と
な
っ
た
本
格
的
な
取
組
み
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

指
摘
さ
れ
た
学
術
的
な
不
備
を

専
門
委
員
会
で
再
検
討
し
、
3
府

県
を
ま
た
ぐ
組
織
・
予
算
・
広
報

活
動
が
強
化
さ
れ
、
地
域
の
活
動

が
盛
り
上
が
り
活
発
に
な
り
ま
し

た
。
講
演
会
や
ジ
オ
ツ
ア
ー
な
ど
の

イ
ベン
ト
に
は
多
く
の
市
民
が
参
加

し
、
ガ
イ
ド
養
成
講
座
の
盛
況
も

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

世
界
と
付
き
合
う
今
後
の
活

動
は
、協
議
会
や
行
政
の
活
動
の

み
で
は
な
く
、民
間
の
一
層
の
主

体
的
な
参
加
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、今
後
と

も
地
域
活
性
化
の
ア
イ
デ
ア
を

持
ち
寄
り
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通

し
て
、山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の

良
さ
を
広
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神鍋
高原などを中心としたエリアが「山陰海岸ジオパーク」として、世
界ジオパークに認定されました。このジオパークについて、市の
ジオパーク普及啓発専門員（北但層群化石研究会代表）の三木武
行が、シリーズで紹介します。

《問合せ》観光課☎21-9016

  シリーズ�  「世界ジオパークネットワーク（GGN）加盟認定!」

　

10
月
4
日（
日
本
時
間
）、ギ
リ

シ
ャ
で
の
ジ
オ
パ
ー
ク
会
議
に

出
席
中
の
中
貝
市
長（
山
陰
海
岸

ジ
オ
パ
ー
ク
協
議
会
会
長
）か
ら

電
話
が
入
り
、世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
加
盟
認
定

の
報
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

豊
岡
市
全
域
は
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
の
領
域（
エ
リ
ア
）に
な

り
、
皆
さ
ん
の
家
や
庭
・
田
畑
山

林
も
す
べ
て
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

に
な
っ
た
の
で
す
。
認
定
に
伴
う

新
た
な
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

世
界
の
公
園
に
な
っ
た
と
い
う

意
識
で
自
然
や
歴
史
文
化
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

平
成
13
年（
2
0
0
1
年
）但

馬
夢
テ
ー
ブ
ル
委
員
会
の「
山
陰
海

岸
国
立
公
園
を
世
界
の
公
園
に
す

る
会
」が
結
成
さ
れ
て
か
ら
9
年
、

つ
い
に
そ
の
夢
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年（
2
0
0
8
年
）、国

内
審
査
で
認
定
の
選
に
漏
れ
た

と
き
に
は
世
界
の
壁
が
高
く
感

●
世
界
認
定　

万
歳
!

　

い
よ
い
よ「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」

に
認
定
さ
れ
た
ぞ
!

　

豊
岡
市
は
自
然
に
恵
ま
れ
て
住

み
よ
い
所
じ
ゃ
。山
や
田
ん
ぼ
、畑

が
あ
っ
て
、お
い
し
い
野
菜
や
海

産
物
が
食
べ
ら
れ
る
。で
も
、「
ジ

オ
パ
ー
ク
」の
応
援
を
き
っ
か
け

に
調
べ
て
み
る
と
、山
は
地
球
活

動
で
で
き
る
し
、田
ん
ぼ
や
畑
は

地
形
や
気
候
を
人
間
が
う
ま
く
利

用
し
て
き
た
も
ん
だ
し
、お
い
し

い
魚
は
海
の
地
形
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
ん
じ
ゃ
。わ
し
ら
の
当

た
り
前
の
生
活
も「
ジ
オ
」（
大
地
）

と
深
く
つ
な
が
っ
て
お
る
ん
じ
ゃ

な
。

　

8
月
に
視
察
に
来
て
く
れ
た
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
は
、山
陰
海

岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
中
で
も
、玄
武

洞
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の

取
組
み
、植
村
直
己
さ
ん
の
こ
と

は
、日
本

に
来
る
前

か
ら
知
っ

て
お
っ
た

　
　
　

　

げ
ん

▲山陰海岸ジオパークの発表

▲レスヴォス島ジオパーク（ギリ
シャ）

▲ギリシャでのジオパーク会議

▲植村直己冒険館▲青龍洞（玄武洞公園）

▲コウノトリ文化館

世界の
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《
平
成
22
年
7
月
〜
9
月
取
組
み
》

　

経
済
成
長
戦
略
事
業
の
中
で
、

今
回
は
中
心
市
街
地
の
魅
力
向
上

支
援
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
中
心
市
街
地
の
魅
力
向
上
の
支

援

　

中
心
市
街
地
は
、
人
口
減
少
と

高
齢
化
の
進
展
、
商
店
街
の
機
能

低
下
に
よ
り
に
ぎ
わ
い
が
少
し
ず

つ
失
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
多
く

の
人
が
暮
ら
し
や
す
く
、
ま
ち
の

個
性
や
歴
史
、
伝
統
を
生
か
し
な

が
ら「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
」に
向
け
、
中
心
市
街
地
の

ビ
ジ
ョ
ン
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
共
有

し
た
活
性
化
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

《
概
要
》

■
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
の
策

定

　

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
豊
岡
市

総
合
計
画（
市
の
中
心
核
、
地
域

住
民
の
身
近
な
交
流
、
ふ
れ
あ
い

空
間
の
場
と
し
て
の
実
現
）に
即

し
、
豊
岡
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
お
け
る
市
街
地
の
方
針

（
に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る
市
街
地
の

形
成
や
地
域
の
特
性
を
活い

か
し
た

安
全
で
魅
力
あ
る
市
街
地
の
整
備
）

と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
活
性
化

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
第
1
回
委
員
会〔
7
月
12
日
〕

・
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
策
定
方
針（
案
）協
議

○
第
2
回
委
員
会〔
8
月
18
日
〕

・
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け

た
推
進
課
題
に
つ
い
て
意
見
交

換
○
第
3
回
委
員
会〔
9
月
6
日
〕

・
市
中
心
市
街
地
の
目
指
す
べ
き

方
向
性
を
探
る
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

○
ま
ち
づ
く
り
会
議〔
9
月
27
日
〕

・
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

講
演「
コ
ン
パ
ク
ト
・
シ
テ
ィ

と
中
心
市
街
地
活
性
化
」

・
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て

の
意
見
交
換　

《
10
月
以
降
の
予
定
》

　

市
街
地
の
将
来
像
、
活
性
化
推

進
の
基
本
方
針
、
中
心
市
街
地
の

区
域
、
活
性
化
の
目
標
、
活
性
化

施
策
事
業
・
推
進
体
制
な
ど
に
つ

い
て
協
議
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

　

平
成
22
年
は
国
連
が
定
め
る

「
国
際
生
物
多
様
性
年
」で
あ
り
、

10
月
18
日
か
ら
29
日
を
会
期
と
し

て
、
名
古
屋
市
で
生
物
多
様
性
条

約
第
10
回
締
約
国
会
議（
Cシ

ー
ビ
ー
デ
ィ
ー

B
D
／

Cコ
ッ
プ

O
P
10
）

テ
ン

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

《
平
成
22
年
7
月
〜
9
月
取
組
み
》

○
第
1
回
生
物
の
多
様
性
を
育
む

農
業
国
際
会
議（
Iア
イ

セ

バ

C
E
B
A

　

2
0
1
0
）〔
7
月
2
日
〜
4
日
、

豊
岡
市
〕

・
ほ
場
視
察
、
田
ん
ぼ
の
生
き
も

の
調
査
、
基
調
講
演
、
各
国
報

告
、
分
科
会
、
共
同
宣
言
や
C

　

O
P
10
へ
の
提
言
ま
と
め
な
ど

・
県
、
市
、
J
A
た
じ
ま
、
実
行

委
員
会
の
主
催

・
韓
国
・
中
国
・
ド
イ
ツ
・
日
本
か
ら

延
べ
4
1
1
人
参
加

○
世
界
一
田た

め
に
な
る
学
校
イ
ンin
東

京
大
学〔
8
月
9
日
、東
京
都
〕

・
授
業
形
式
で
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に「
田
ん
ぼ
」を
考
え
る

・
宮
城
県
大
崎
市（
マ
ガ
ン
）、
新

潟
県
佐
渡
市（
ト
キ
）、本
市
主
催

・
3
市
長
は
社
会
の
授
業
を
担
当
。

本
市
コ
ウ
ノ
ト
リ
Kキ

ッ

ズ

I
D
S
ク

ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
6
人
も
発
表

・
東
京
周
辺
の
親
子
な
ど
約
3
0

　

0
人
参
加

《
10
月
以
降
の
実
施
・
予
定
》

○
S
さ

と

や

ま

A
T
O
Y
A
M
A
教
育
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ〔
10
月
5
日
〜
8

日
、
豊
岡
市
〕

・
東
京
大
学
、
国
連
大
学
高
等
研

究
所
、
市
主
催

・
田た

結い

地
区
の
湿
地
を
主
な
フ
ィ

ー
ル
ド
に
ア
ジ
ア
の
環
境
リ
ー

ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施

○
C
B
D
／
C
O
P
10
関
連
事
業

①
生
物
多
様
性
交
流
フ
ェ
ア〔
10
月

11
日
〜
29
日
、
名
古
屋
市
〕

・
新
潟
県
佐
渡
市
、
山
口
県
周
南

市
、
鹿
児
島
県
出い

ず
み水

市
、
本
市

共
同
出
展

②
生
物
多
様
性
国
際
自
治
体
会
議

〔
10
月
25
・
26
日
、
名
古
屋
市
〕

・
中
貝
市
長
事
例
報
告
。
岡
市
議

会
議
長
も
出
席
。

③
C
O
P
10
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト

（
昼
食
時
間
を
利
用
し
た
会
議
）

〔
10
月
27
日
、
名
古
屋
市
〕

・
中
貝
市
長
の
発
表
と
コ
ウ
ノ
ト

リ
育
む
お
米
の
お
に
ぎ
り
配
布

○
第
4
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・
国

際
か
い
ぎ〔
10
月
30
・
31
日
、豊

岡
市
〕

・
県
、
市
主
催

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
近
未

来
を
考
え
る

《
平
成
22
年
7
月
〜
9
月
取
組
み
》

　

市
と
J
R
西
日
本
で
次
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

■
市

○
駅
前
駐
車
場
防
火
水
槽
工
事
完

成（
1
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル
）

○
駅
前
駐
車
場
料
金
ゲ
ー
ト
移
設

工
事
完
成（
10
月
1
日
か
ら
料

金
ゲ
ー
ト
の
位
置
変
更
）

■
J
R
西
日
本

○
現
駅
舎
解
体
工
事（
北
側
一
部
）

○
新
駅
舎
新
築
工
事（
基
礎
工
事
）

《
10
月
以
降
の
予
定
》

■
市

○
駅
前
広
場
地
盤
改
良
工
事（
11

月
着
手
予
定
）

■
J
R
西
日
本

○
新
駅
舎
新
築
工
事

○
現
駅
舎
解
体
工
事

※
共
に
今
年
度
末
完
成
予
定

平
成
22
年
度
〈
7
月
〜
9
月
〉

　
　

   
市
の
主
要
事
業
の
あ
ゆ
み

 ▲豊岡駅前広場整備状況

経
済
成
長
戦
略
の
推
進

生
物
多
様
性
関
連
事
業
の推進

豊
岡
駅
前
広
場
整
備
事
業
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市
役
所
本
庁
舎
は
昭
和
2
年
に

建
築
さ
れ
た
も
の
で
、
建
物
の
老

朽
化
、
耐
震
性
の
不
足
、
執
務
室

の
分
散
化
・
狭き

ょ
う

隘あ
い

化
、
駐
車
ス
ペ

ー
ス
の
不
足
な
ど
の
問
題
が
あ
る

た
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
効

率
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
防

災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
備
え
る

た
め
、
新
庁
舎
を
建
設
し
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
に
当
た
っ
て
は
、

豊
岡
固
有
の
自
然
・
歴
史
・
伝

統
・
文
化
を
大
切
に
す
る
ま
ち

づ
く
り
の
理
念
の
も
と
、
総
合

的
に
判
断
し
、
現
本
庁
舎
を
保

存
・
活
用
し
ま
す
。

《
平
成
22
年
7
月
〜
9
月取組

み
》

■
実
施
設
計
の
進
捗
状
況

　

新
庁
舎
の
本
体
工
事
に
加
え

て
、
現
本
庁
舎
の
改
修
、
駐
車

場
の
整
備
、
外
構
、
仮
庁
舎
の
改

修
、
お
よ
び
既
存
庁
舎
の
解
体
な

ど
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
検
討

を
し
て
い
ま
す
。

○
新
庁
舎
建
設
工
事

　

今
年
度
中
の
工
事
着
手
を
目
指

し
、
9
月
議
会
に
お
い
て
、
債
務

負
担
行
為
65
億
3
、7
5
0
万
円

の
建
設
工
事
費
の
補
正
予
算
が
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

○
仮
庁
舎
改
修
工
事

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
部
、
都
市
整

備
部
、
教
育
委
員
会
な
ど
の
移
転

後
の
南
庁
舎
、
北
庁
舎
、
東
庁
舎

別
館
等
の
改
修
工
事
に
9
月
か
ら

着
手
し
ま
し
た
。

■
仮
庁
舎
移
転
の
状
況

　

8
月
下
旬
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生

部
、都
市
整
備
部
、教
育
委
員
会
、農

業
委
員
会
事
務
局
が
城
南
町
仮
庁

舎（
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

へ
、
生
活
環
境
課
が
北
庁
舎
へ
、

新
庁
舎
建
設
室
が
南
庁
舎
別
館
へ

移
転
し
ま
し
た
。

《
10
月
以
降
の
予
定
》

　

南
庁
舎
、
北
庁
舎
、
東
庁
舎
別

館
な
ど
の
改
修
工
事
が
12
月
中
に

完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

改
修
後
の
庁
舎
に
は
、
政
策
調

整
部
、
総
務
部
、
市
民
生
活
部
、

議
会
事
務
局
な
ど
が
移
転
し
、
来

年
1
月
か
ら
仮
庁
舎
で
業
務
を
行

う
予
定
で
す
。

・
8
月
16
日
〜
20
日
…
水
害
を
学

ぶ
〜
水
害
全
般

・
8
月
23
日
〜
27
日
…
円
山
川
の

水
害
と
防
災
対
策

・
8
月
30
日
〜
31
日
…
近
年
の
水

害
教
訓

・
9
月
1
日
〜
3
日
…
災
害
と
情

報
・
9
月
6
日
〜
10
日
…
地
域
の
力

を
蓄
え
る

・
9
月
13
日
〜
17
日
…
地
震

・
9
月
20
日
〜
24
日
…
阪
神
大
震

災
・
9
月
27
日
〜
29
日
…
災
害
報
道

・
9
月
30
日
〜
10
月
1
日　

災
害

の
教
訓

■
職
員
研
修
の
実
施

　

職
員
の
災
害
対
応
能
力
を
高
め

る
た
め
、
係
長
級
以
上
の
職
員
を

対
象
と
し
た
防
災
研
修
を
実
施（
年

間
7
回
程
度
）し
て
い
ま
す
。

【
既
研
修
日
・
内
容
】

・
第
1
回〔
7
月
26
日
〕…
気
象
の

基
礎
知
識
、
土
砂
災
害

・
第
2
回〔
8
月
18
日
〕…
水
害
と

情
報
、
他
地
区
の
水
害
事
例
、

円
山
川
の
水
害
と
防
災
対
策

※
第
2
回
は
、
区
長
、
消
防
団
員

も
出
席

■
職
員
参
集
訓
練
の
実
施

　

災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
は
、
本

庁
か
ら
総
合
支
所
へ
、
計
2
4
1

人
の
指
定
職
員
を
派
遣
し
ま
す
。

指
定
職
員
を
ス
ム
ー
ズ
に
派
遣
し
、

機
能
す
る
よ
う
に
、
平
日
の
災
害

（
水
害
）を
想
定
し
た
職
員
参
集
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
訓
練
の
目
的
】

・
e
通
勤（
公

共
交
通
通

勤
）者
を
含

む
指
定
職
員

が
、
各
職
場

か
ら
ど
の
程
度
の
時
間
で
参
集

で
き
る
か
を
確
認
。

・
参
集
後
、
支
所
単
位
で
個
別

課
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

指
定
職
員
の
当
事
者
意
識
を
高

め
、
総
合
支
所
職
員
と
の
一
体

感
を
生
み
出
す
。

【
訓
練
日
・
場
所
】

・
9
月
17
日
…
竹
野
総
合
支
所

・
9
月
27
日
…
出
石
総
合
支
所

・
9
月
28
日
…
但
東
総
合
支
所
、

　

日
高
総
合
支
所

・
9
月
29
日
…
城
崎
総
合
支
所

《
10
月
以
降
の
予
定
》

○
台
風
23
号
メ
モ
リ
ア
ル
事
業

・
台
風
23
号
な
ど
の
災
害
写
真
展
、

　

自
衛
隊
の
非
常
食
炊
き
出
し
体

験
○
防
災
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
放
送
、
職

員
研
修

○
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

《
平
成
22
年
7
月
〜
9
月
取
組
み
》

■
防
災
啓
発
番
組「
防
災
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
」放
送
の
実
施

○
Fエフ
Mエム
ジ
ャ
ン
グ
ル
放
送

　

7
月
5
日
か
ら
毎
週
月
〜
金
曜

日
の
午
前
8
時
5
分
と
午
後
6
時

か
ら
5
分
間
放
送
し
て
い
ま
す
。

○
防
災
行
政
無
線
放
送

　

F
M
ジ
ャ
ン
グ
ル
放
送
と
同
じ

内
容
を
2
週
間
遅
れ
で
、毎
週
月
・

水
・
木
・
土
・
日
曜
日
、
朝
夕
7
時

30
分
か
ら
放
送
し
て
い
ま
す
。

○
F
M
ジ
ャ
ン
グ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.764.fm

）

　

過
去
の
放
送
を
い
つ
で
も
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
既
放
送
日
・
内
容
】

・
7
月
5
日
〜
9
日
…
な
ぜ
、

防
災
な
の
か

・
7
月
12
日
〜
16
日
…
意
外
と

知
ら
な
い
気
象「
雨
を
学
ぶ
」1

・
7
月
19
日
〜
23
日
…
意
外
と
知

ら
な
い
気
象「
雨
を
学
ぶ
」2

・
7
月
26
日
〜
30
日
…
意
外
と
知

ら
な
い
気
象「
台
風
」を
知
る

・
8
月
2
日
〜
6
日
…
大
雨
が
降

っ
た
ら
土
砂
災
害
を
警
戒（
1
）

・
8
月
9
日
〜
13
日
…
大
雨
が
降

っ
た
ら
土
砂
災
害
を
警
戒（
2
）

▲事務所移転の様子

新
庁
舎
建
設
事
業
の
推
進

防
災
の
取
組
み



【
9
月
】

16
日　

豊
岡
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　

2
0
1
0（
〜
17
日
）

17
日　
「
e
通

イ
ー

勤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
　
　

推
進
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

18
日
・
第
19
回
全
国
中
学
新
人
競

漕そ
う

大
会（
〜
19
日
）

　
　

・
出
石
伝
建
地
区「
住
宅
改
修

相
談
会
」「
で
ん
け
ん
研
修

会
」「
修
理
現
場
見
学
会
」

23
日　
「
国
際
ペ
ン
東
京
大
会

2
0
1
0
」で
市
長
講
演

25
日　

田
舎
暮
ら
し
体
験
in
豊
岡

　
　
　
（
〜
26
日
）

27
日　

中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く

り
会
議

28
日
・「
今
後
の
上
下
水
道
料
金

の
あ
り
方
」を
豊
岡
市
公

営
企
業
審
議
会
答
申

【
10
月
】

2
日　

第
43
回
日
本
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
1
部
リ
ー
グ
豊
岡

大
会（
〜
3
日
）

4
日　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
が

　
　
　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

8
日　

10
月
8
日（
と
よ
お
か
の

日
）中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
大
作
戦

11
日
・
と
よ
お
か
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
0

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　
「
生
態
系
と
生
物
多
様
性
の
経

済
学（
Tテ

Eィ

Eー

Bブ

）」報
告
書
の
地

方
自
治
体
編（
Ｄ
2
）の
概
要
版
が
、

国
連
環
境
計
画（
Uユ

Nネ

Eッ

Pプ

）プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
ま
と

め
ら
れ
、
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
本
市
の
取
組
み
が

世
界
の
先
進
的
な
事
例
と
し
て
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

T
E
E
B
は
、
欧
州
委
員
会
や

ド
イ
ツ
政
府
な
ど
の
支
援
を
受

け
、
ド
イ
ツ
銀
行
理
事
の
パ
バ

ン
・
ス
ク
デ
フ
さ
ん
を
リ
ー
ダ
ー
に
、

2
0
0
7
年
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
、2
0
0
8
年
ド
イ
ツ

で
の
生
物
多
様
性
条
約
第
9
回
締

約
国
会
議（
Cシ

ー

Bビ
ー

Dデ
ィ
ー

／
Cコ

Oッ

Pプ

9ナ
イ
ン

）

で
中
間
報
告
、
今
年
10
月
の
名
古

屋
で
の
C
B
D
／

コＣ
ッＯ
プＰ
テ
ン10

で
最

終
報
告
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
生

物
多
様
性
の
損
失
に
つ
い
て
、
経

済
学
的
な
観
点
か
ら
世
界
レ
ベ
ル

の
研
究
を
進
め
て
お
り
、
各
国
の

政
策
決
定
者
や
地
方
自
治
体
、
事

業
者
、
市
民
に
対
し
て
、
こ
の
危

機
に
対
す
る
具
体
的
な
対
処
方
法

を
示
し
、
さ
ら
に
は
各
主
体
が
正

し
い
意
思
決
定
や
選
択
が
で
き
る

よ
う
、
世
界
中
の
参
考
と
な
る
政

策
や
取
組
事
例
、
ツ
ー
ル
を
紹
介

す
る
こ
と
な
ど
を
狙
い
と
し
て
い

ま
す
。

　

報
告
書
は
、5
つの
分
野（
Ｄ
0
〜

Ｄ
4
）で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
Ｄ

2
の
概
要
版
は
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｂ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

（http://w
w
w
.teebw

eb.org/
）

　

市
は
、
10
月
の「
C
B
D
／
Ｃ

Ｏ
Ｐ
10
」や「
第
4
回
コ
ウ
ノ
ト
リ

未
来
・
国
際
か
い
ぎ
」な
ど
を
皮

切
り
に
、
今
後
も
国
内
外
に
積
極

的
に
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

9
月
16
日
と
17
日
の
2
日
間
、

マ
ス
コ
ミ
な
ど
を
対
象
と
し
た
豊

岡
の
取
材
旅
行「
豊
岡
エ
ク
ス
カ

ー
シ
ョ
ン
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
生
物
多
様
性
」

「
豊
岡
の
匠た

く
み

」「
観
光
地
」の
3
つ
の

取
材
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
7
月
7
日
に
東
京
・

秋
葉
原
で
開
催
し
た
情
報
発
信
イ

ベ
ン
ト「
豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
」

の
出
席
者
を
中
心
と
し
た
30
人
が

参
加
し
、「
想
像
以
上
に
良
い
所
」、

「
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
」な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
参
加
者
が
持
つ
情
報

媒
体
な
ど
で
豊
岡
市
を
発
信
し
て

い
た
だ
き
、
1
人
で
も
多
く
の
方

に
本
市
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

〜
豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
２
０
１
０
に
続
い
て
〜

豊
岡
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
０
開
催

生
物
多
様
性
に
関
す
る
国
際
的
な
報
告
書
の
中
で
、

豊
岡
の
取
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
！

▲TEEB報告書

　

豊
岡
市
中
学
校
連
合
生
徒
会
で

は
、
10
月
8
日
を「
と
よ
お
か
の

日
」と
銘
打
ち
、
市
内
全
中
学
校

（
11
校
）の
生
徒
約
2
、6
0
0
人

が
ア
ル
ミ
缶
回
収
を
行
い
ま
し
た
。

　

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
家
庭
や

地
域
に
協
力
を
呼
び
掛
け
、
当
日
、

各
生
徒
が
ア
ル
ミ
缶
を
学
校
に
持

ち
寄
り
ま
し
た
。

　

各
学
校
か
ら
日
高
西
中
学
校
に

運
搬
し
、
最
終
的
に
は
6
3
0
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
缶
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

収
益
は
、
福
祉
用
品
の
購
入
な

ど
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。

〜
市
内
全
中
学
生
２
、６
０
０
人
の
力
を
結
集
！
〜

10
月

と

８よ
う
か
の
ひ日（
と
よ
お
か
の
日
）中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
作
戦
実
施▲生徒の呼び掛けで集まった

アルミ缶の山 ▲新田小学校の稲刈りを見学
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城
崎
温
泉
を
訪
れ
る
外
国
人
観

光
客
が
増
え
て
い
ま
す
。
宿
泊
で

み
る
と
、
平
成
16
年
に
6
4
9
人

で
あ
っ
た
の
が
、
平
成
21
年
に
は

1
、9
6
5
人
と
、
絶
対
数
は
小

さ
い
の
で
す
が
、3
倍
に
も
な
って
い

ま
す
。
最
も
多
い
の
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
で
5
9
1
人
、
次
が
ア
メ

リ
カ
か
ら
で
3
0
0
人
で
す
。

　

ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
と
い
う
、

旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。

英
語
圏
で
の
シ
ェ
ア
が
25
パ
ー
セ

ン
ト
と
い
う
、
英
語
圏
最
大
の
旅

行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
す
。
そ
の
日

本
編
の
中
で
温
泉
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
て
、
日
本
の
ベ
ス
ト
温
泉

12
の
う
ち
の
1
つ
と
し
て
城
崎
温

泉
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

も
、
温
泉
街
と
し
て
は
、
城
崎
が

最
高
で
あ
り
、
温
泉
旅
館
と
し
て

も
城
崎
の
N
旅
館
が
最
高
で
あ
る

と
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
る
い
は
口

コ
ミ
で
外
国
人
観
光
客
が
増
え
続

け
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

城
崎
温
泉
は
、
木
造
3
階
建
て

の
旅
館
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
和
風
情
緒
の
古
い
町
並
み
が

人
々
を
引
き
つ
け
て
い
ま
す
。
し

か
し
こ
の
町
は
、
大
正
14
年
の
北

但
大
震
災
で
潰つ

ぶ

れ
、
し
か
も
火
が

出
て
灰
に
な
っ
た
町
で
す
。

　

そ
こ
か
ら
城
崎
の
復
興
が
始
ま

り
ま
し
た
。
ま
ず
、
防
災
対
策

と
し
て
川
を
広
げ
、
道
路
を
広

げ
、
し
か
も
地
上
げ
を
し
て
水

害
に
も
備
え
ま
し
た
。
類
焼
を
食

い
止
め
る
た
め
、
町
の
要
所
要
所

に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
を

「
火
伏
壁
」と
し
て
配
置
す
る
と
い

う
、
当
時
と
し
て
は
最
先
端
の
防

災
対
策
を
施
し
ま
し
た
。
そ
の
上

で
、
復
興
の
コ
ン
セ
プ
ト
は「
元

に
戻
す
」で
し
た
。
洋
風
建
築
物

で
再
建
す
る
と
い
う
県
の
提
案
を
、

「
和
風
こ
そ
が
城
崎
で
あ
る
」と
し

て
退
け
、
木
造
3
階
建
て
の
町
並

み
が
再
建
さ
れ
た
の
で
す
。

　

失
わ
れ
た
大
切
な
も
の
を
取
り

戻
す
。そ
の
姿
勢
が
、今
日
の
城
崎

の
ま
ち
を
支
え
、
外
国
人
観
光
客

の
増
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
ご
存

じ
で
し
た
か
?

城
崎
温
泉
物
語

36

　

9
月
23
日
か
ら
10
月
1
日
ま
で

の
9
日
間
、
東
京
都
な
ど
で
開

催
さ
れ
た「
国
際
ペ
ン
東
京
大
会

2
0
1
0
」の
初
日
、「
環
境
映
画

祭
」の
中
で
、
中
貝
市
長
が
、「
コ

ウ
ノ
ト
リ
と
共
に
生
き
る
│
豊
岡

の
挑
戦
」と
題
し
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
絶
滅
と
復
活
の
物
語
、
生
物
多

様
性
と
農
業
、
環
境
経
済
戦
略
な

ど
、
豊
岡
の
取
組
み
に
つ
い
て
講

演
し
ま
し
た
。

　

国
際
ペ
ン
大
会
は
、
世
界
で
年

1
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
社

団
法
人
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
が
創
立

75
周
年
に
当
た
る
今
年
、
四
半
世

紀
ぶ
り（
前
回
開
催
は
1
9
8
4

年
）に
日
本
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
国
際
生
物
多
様
性
年
。

人
と
生
き
も
の
と
の
共
生
に
つ
い

て
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
驚
き
や
感

心
の
声
が
上
が
り
、
本
市
の
取
組

み
を
世
界
に
発
信
す
る
絶
好
の
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

■
社
団
法
人
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ

　

1
9
3
5
年
11
月
創
立
。
初
代

　

9
月
18
日
と
19
日
の
2
日
間
、

円
山
川
城
崎
漕
艇
場
で
、
第
19
回

全
国
中
学
新
人
競
漕
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
ボ
ー
ト
競
技
を

通
し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
と
ボ

ー
ト
の
普
及
・
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
全
国
の
中
学
校
ボ
ー

ト
部
、
ボ
ー
ト
ク
ラ
ブ
所
属
の
中

学
1
・
2
年
生
を
対
象
と
し
て
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。　

　

当
日
は
、
19
校
1
0
3
ク
ル
ー

が
参
加
し
、
男
女
別
に
舵だ

手し
ゅ

つ
き

ク
オ
ド
ル
プ
ル（
4
人
漕こ

ぎ
+
舵

手
）、
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル（
2
人
漕

ぎ
）、
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル（
1
人
漕

ぎ
）の
3
部
門
で
レ
ー
ス
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

城
崎
中
学
校
か
ら
も
3
艇
が
参

加
し
、
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
の
部

で
見
事
3
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た
。

　

同
日
に
、
兵
庫
県
内
高
等
学
校

1
・
2
年
生
に
よ
る
第
51
回
兵
庫

〜
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
豊
岡
を
紹
介
〜

中
貝
市
長
が﹁
国
際
ペ
ン
東
京
大
会
２
０
１
０
﹂で
講
演

〜
円
山
川
で
熱
戦
を
展
開
〜

第
19
回
全
国
中
学
新
人
競
漕
大
会
開
催

会
長
は
島
崎
藤
村
さ
ん
。
第
一
線

で
活
躍
し
て
い
る
作
家
、
詩
人
、

外
国
文
学
者
、
評
論
家
な
ど
で
組

織
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
会
長
は

阿あ

刀と
う

田だ　

高た
か
し

さ
ん
。

▲早稲田大学小野梓記念講堂
で講演する中貝市長

県
高
校
新
人
大
会
ボ
ー
ト
競
技
も

併
せ
て
開
催
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▲勢いよくスタートダッシュする
参加選手
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但
州
湯
島
の
盆

過
ぎ
行
く
夏
を
惜
し
み
邦
楽
の
調
べ
と

�

優
雅
な
踊
り
が
温
泉
街
を
彩
る

城 崎城 崎

中
学
生
の
育
児
体
験

母
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

｢

生
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う｣

竹 野竹 野

第
４
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
Ｋキ

ッ

ズ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
ク
ラ
ブ

─
ビ
オ
ト
ー
プ
の
生
き
も
の
調
査
─

ど
ん
な
生
き
も
の
が
い
る
か
な
？

豊 岡豊 岡

▲三味線や胡弓・尺八の音色に合わせ柳並木を思わせる
ゆったりとした踊りを披露する踊り手

　

9
月
26
日
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
内
の
ビ
オ
ト

ー
プ
で
、
第
4
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
K
I
D
S
ク
ラ
ブ
─

ビ
オ
ト
ー
プ
の
生
き
も
の
調
査
─
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
網
を
片
手
に
、
ビ
オ

ト
ー
プ
や
周
辺
に
生
息
す
る
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
カ
エ
ル
、

ト
ン
ボ
、
バ
ッ
タ
、
ア
メ
ン
ボ
な
ど
の
生
き
も
の
を

夢
中
で
捕
ま
え
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち
が
捕
ま
え
た
生
き
も

の
を
、
図
鑑
を
使
っ
て
、
生
態
な
ど
を
調
べ
た
り
、

市
職
員
の
説
明
や
ほ
か
の
子
ど
も
た
ち
の
発
表
を
聞

き
、
知
識
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
、
捕
ま
え
た
生
き
も
の
を
、
元
の
生
息
場
所

へ
帰
し
、
調
査
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

9
月
18
日
、「
但
州
湯
島
の
盆
」（
豊
岡
市
商
工
会
城

崎
支
所
主
催
）が
城
崎
温
泉
街
で
開
催
さ
れ
、
踊
り

手
や
三
味
線
･
胡こ

弓き
ゅ
う

･
尺
八
な
ど
の
地じ

方か
た

約
1
0
0

人
が
大
谿た

に

川
沿
い
を
優
雅
に
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
江
戸
時
代
、
忙
し
く
て
里
帰
り
で
き
な

い
温
泉
街
の
芸げ

い

妓ぎ

さ
ん
が
、
1
カ
月
遅
れ
の
盆
を
楽

し
む
た
め
踊
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
中
期
ご
ろ
に
途
絶
え
た
風
習
を
平
成
17
年
に
、

地
元
有
志
ら
が
、
当
時
歌
わ
れ
て
い
た「
城
崎
小
唄
」

に
振
り
を
付
け
て
復
活
さ
せ
、
翌
年
に「
但
州
湯
島

の
盆
保
存
会
」を
設
立
し
て
継
承
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
客
ら
は
、
少
し
秋
め
い
て
き
た
夜
風
に
吹
か

れ
な
が
ら
、
一ひ

と

夜よ

の
宴う

た
げ

に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
1
日
、
竹
野
南
地
区
公
民
館
で
、
中
学
生
の

育
児
体
験
を
行
い
、
森
本
中
学
校
3
年
生
13
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、中
学
生
た
ち
が
、竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

の
指
導
員
や
市
の
保
健
師
の
指
導
の
も
と
、
当
セ
ン

タ
ー
に
登
録
し
て
い
る
母
子
な
ど
と
交
流
し
な
が
ら
、

0
歳
児
か
ら
2
歳
児
ま
で
の
乳
幼
児
を
抱
き
か
か
え

た
り
、
自
分
た
ち
の
手
作
り
お
も
ち
ゃ
で
一
緒
に
遊

ん
だ
り
し
て
、
子
育
て
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
定さ

だ

元も
と

拓
也
君
は「
赤
ち
ゃ
ん
が
笑
顔
に

な
っ
た
と
き
は
、
う
れ
し
か
っ
た
」と
、
ま
た
、
宇

野
有ゆ

う

紀き

さ
ん
は「
手
作
り
の
お
も
ち
ゃ
を
気
に
入
っ

て
く
れ
て
よ
か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲生きものを探す子どもたち

▲赤ちゃんの母親からアドバイスを受けながら、こわ
ごわ｢抱っこ｣に挑戦する中学生
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田
舎
暮
ら
し
体
験
イ
ンin
豊
岡

あ
こ
が
れ
の
田
舎
暮
ら
し
に

意
欲
沸
く
⁉

但 東但 東

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲ハイレベルな熱戦に釘付けになる観客

　

10
月
2
日
と
3
日
の
2
日
間
、
県
立
但
馬
ド
ー
ム

で
、
世
界
一
競
技
レ
ベ
ル
が
高
い
リ
ー
グ
と
言
わ
れ

る「
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
1
部
リ
ー
グ
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
も
所
属
す
る

4
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
が
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
試
合
を

繰
り
広
げ
、
そ
の
パ
ワ
ー
と
ス
ピ
ー
ド
、
技
の
数
々

が
観
戦
に
訪
れ
た
観
客
を
終
始
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
、
地
元
中
学
生
を
対
象
に「
シ

オ
ノ
ギ
製
薬
」（
尼
崎
市
）の
監
督
、
コ
ー
チ
、
選
手

に
よ
る
技
術
指
導
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
が
感
動
や
あ
こ
が
れ
、
夢
を
育
む
ま
た
と
な
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

▲｢稲刈り｣を手刈り体験する参加者

　

9
月
25
日
と
26
日
の
2
日
間
、
但
東
町
で
田
舎
暮

ら
し
体
験
を
開
催
し
、
神
戸
市
な
ど
か
ら
訪
れ
た
5

人
が
、「
田
舎
暮
ら
し
」に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
野
菜
の
種
ま
き
や
収
穫
、
古
代
米
も

ち
つ
き
、
近
隣
の
田
ん
ぼ
に
た
わ
わ

4

4

4

に
実
っ
た
コ
シ

ヒ
カ
リ
を
手
刈
り
し
た
り
と
、
農
作
業
を
通
じ
て
地

元
農
家
と
交
流
し
な
が
ら
、
田
舎
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

豊
岡
で
空
き
家
を
探
し
て
い
る
中
尾
裕
次
さ
ん

（
神
戸
市
）は「
農
作
業
の
経
験
は
あ
る
が
、
初
め
て

知
る
こ
と
が
多
く
感
心
し
た
。
地
元
の
方
と
の
結
び

付
き
が
で
き
れ
ば
頼
も
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

地
元
産
の
お
に
ぎ
り
や
具
だ
く
さ
ん
の
み
そ
汁
な

ど
で
彩
ら
れ
た
昼
食
は
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

た
じ
ま
花
と
緑
の
教
室「
10
月
講
座
」

季
節
の
彩
り
は　

ま
ず
わ
が
家
か
ら

出 石出 石
　

10
月
19
日
、
出
石
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、

た
じ
ま
花
と
緑
の
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
園
芸

講
座
講
師
の
宮
垣
義
巳
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
初
夏

の
ハ
ー
ブ
の
寄
せ
植
え
や
ク
リ
ス
マ
ス
の
寄
せ
植
え

な
ど
、
毎
月
季
節
に
合
っ
た
寄
せ
植
え
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
は
、「
カ
ラ
ー
リ
ー
フ
を
楽
し
む
寄
せ
植
え
」

で
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
や
タ
コ
の
木
な
ど
南
方
系
の
植

物
が
ガ
ラ
ス
の
器
に
き
れ
い
に
並
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
出
来
上
が
っ
た
寄
せ
植
え
を
見
な
が

ら
、「
す
っ
き
り
と
す
が
す
が
し
い
印
象
で
、
秋
ら
し

い
」と
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

▲１本１本愛情込めて植え付け

第
43
回
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
１
部
リ
ー
グ

大
興
奮
！

世
界
的
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
目
の
前
に
‼
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毎
週
土
曜
日
の
午
前
、
八
代
っ

子
自
然
ひ
ろ
ば
に
は
、
元
気
な
子

ど
も
た
ち
の
声
が
響
き
渡
り
ま
す
。

や
し
ろ
ジ
ッ
バ
ー
誕
生

　

こ
の
八
代
っ
子
自
然
ひ
ろ
ば
を

県
の
補
助
事
業
を
受
け
て
整
備
し
、

運
営
を
担
う
の
は
同
区
の
高
齢
者

（
ジ
ジ
・
バ
バ
）で
組
織
す
る「
や

し
ろ
ジ
ッ
バ
ー
」の
12
人
。そ
し
て
、

こ
の
ひ
ろ
ば
整
備
の
た
め
に
私
有

地
を
提
供
し
、会
の
発
足
当
時（
平

成
18
年
）か
ら
代
表
を
務
め
る
の

は
三
好
重
康
さ
ん
で
す
。

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る

　

自
然
が
大
好
き
な
三
好
さ
ん
は
、

長
年
勤
め
た
会
社
を
定
年
退
職
後
、

自
然
環
境
を
生
か
し
て
何
か
を
や

り
た
い
と
思
っ
て
い
た
ち
ょ
う
ど

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、
県
の「
子

ど
も
の
冒
険
ひ
ろ
ば
事
業（
整
備
・

運
営
費
の
補
助
）」の
募
集
が
あ
り

ま
し
た
。「
本
来
、
地
域
で
や
る
べ

き
こ
と
、
そ
の
き
っ
か
け
を
県
の

補
助
事
業
が
作
っ
て
く
れ
た
」と

三
好
さ
ん
は
笑
い
ま
す
。

　

ひ
ろ
ば
に
は
、
手
作
り
の
滑
り

台
や
ブ
ラ
ン
コ
、竹
で
作
っ
た
見
晴
ら

し
台
、
メ
ン
バ
ー
で
建
て
た
工
作

小
屋
や
、
棚
田
の
跡
を
う
ま
く
利

用
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
遊
び
場
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
毎
週
土
曜
日
の
午
前
、テ
ー

マ
を
決
め
て
集
ま

り
、お
じ
い
ち
ゃ

ん
や
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
知
恵

が
生
か
さ
れ

た
遊
び
が
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
集
ま
っ
た
子
ど
も

た
ち
は
、
自
然
の
中
で
伸
び
伸
び

と
遊
び
を
楽
し
み
な
が
ら
、
人
と

の
付
き
合
い
方
を
学
ん
で
い
ま
す
。

「
自
然
の
中
に
い
る
と
子
ど
も
は

け
ん
か
を
し
な
い
ん
だ
よ
。
自
然

が
す
べ
て
受
け
入
れ
て
く
れ
る
か

ら
ね
」と
三
好
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

確
か
に
、
遊
び
の
中
で
自
然
に
年

長
者
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
、
学
校

で
は
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
縦

の
つ
な
が
り
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

﹁
里
地
里
山
に
ピ
ザ
窯が

ま

を
！

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂当
選

　

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
や
し
ろ
ジ
ッ
バ
ー
で
は
、

生
物
多
様
性
に
満
ち
た
里
地
里
山

の
再
生
・
保
全
団
体
を
応
援
す
る

た
め
に
創
設
さ
れ
た「
里
山
ど
ん

ぐ
り
募
金
」の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
第
1
弾「
里
地
里
山
に
ピ

ザ
窯
を
!
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
応
募
し
、見
事
当
選
。昨
春
、

ひ
ろ
ば
に
全
国
第
1
号
の
ピ

ザ
窯
が
誕
生
し
ま
し
た
。

キ
リ
ン
福
祉
財
団
か
ら
助
成
金
受
領

　

ま
た
、
今
年
5
月
に
は
、
地
域

の
子
育
て
に
か
か
わ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る「
キ
リ
ン
福

祉
財
団
」の
助
成
対
象
団
体
に
選

ば
れ
、
助
成
金
を
受
領
し
ま
し
た
。

「
頑
張
り
が
認
め
ら
れ
光
栄
。ほ
か

の
地
域
で
も
活
動
が
広
が
っ
て
ほ

し
い
」と
三
好
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
と
り

え
の
や
し
ろ
ジ
ッ
バ
ー
。
11
月
に

は
、
毎
年
1
0
0
人
以
上
も
の
参

加
者
で
に
ぎ
わ
う
大
イ
ベ
ン
ト

「
ひ
ろ
ば
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。

「
県
の
補
助
も
5
年
で
終
了
。
こ

れ
か
ら
が
勝
負
。
こ
の
取
組
み
を

若
い
世
代
に
伝
え
、
続
け
て
い
き

た
い
。
1
人
で
は
地
域
は
変
わ
ら

な
い
が
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

れ
ば
変
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
こ
こ
で
自
然
に
触
れ
、

体
験
を
通
し
実
感
し
た
こ
と
が
、

将
来
役
に
立
っ
て
ほ
し
い
」と
話

す
三
好
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
か
ら

も
ら
う
パ
ワ
ー
で
元
気
い
っ
ぱ
い
。

生
き
生
き
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

八
代
の
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
の
中
で「
地
域
の
子
ど
も

は
地
域
で
育
て
る
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、日
々
奔
走
す
る
元
気

な
男
性
を
紹
介
し
ま
す
。三

好
重し

げ

康や
す

さ
ん（
66
歳
）日
高
町
八
代

豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で

子
ど
も
と
自
然
と
地
域
を
愛
す
る
元
気
人

やしろジッバーの皆さん

▲いつも優しい目で子ど
もを見つめる三好さん

八代っ子自然ひろばでのソーメン流し

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

八代っ子自然ひろばの手作り遊具

ハンモックで遊ぶ子どもたち
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出
石
川
の
下
流
に
開
け
た
田
園

地
帯
の
中
に
位
置
す
る
小
坂
幼
稚

園
。
年
2
回
、
園
児
た
ち
が
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
出
石
荘
を
訪
れ

交
流
し
て
い
ま
す
。

　

9
月
30
日
、
今
年
2
回
目
の
交

流
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

様
子
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

上
手
に
で
き
る
か
な
⁉

　

出
発
前
の
幼
稚
園
。
園
児
た
ち

は
、
ダ
ン
ス
や
歌
な
ど
、
最
後
の

練
習
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、

演
目
の
紹
介
に
も
挑
戦
す
る
園
児

た
ち
…
。
自
然
と
力
が
入
り
ま
す
。

　

練
習
を
終
え
る
と
、
衣
装
に
着

替
え
、
準
備
を
済
ま
せ
ま
す
。
少

し
緊
張

気
味
の

園
児
や

リ
ラ
ッ

ク
ス
し

て
い
る
園
児
な
ど
…
。
上
手
に
で

き
る
か
、
楽
し
み
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ

〝
元
気
〟の
プ
レ
ゼ
ン
ト
‼

　
「
今
日
は
、
元
気
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
」と
、
園
の
先
生
の
言

葉
で
始
ま
っ
た

交
流
で
は
、
園

児
た
ち
が
元
気

に
歌
っ
た
り
、

踊
っ
た
り
…
。

上
手
に
で
き
た

園
児
た
ち
。
た

く
さ
ん
練
習
を
し
た
成
果
が
出
た

み
た
い
で
す
。

一
緒
に
手
遊
び
、楽
し
い
ね
！

　

園
児
た
ち
は
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
前

に
移
動
し
て
、

一
緒
に
手
遊

び
を
楽
し
み

ま
し
た
。「
大

き
な
栗
の
木

の
下
で
〜
♪
」「
松
ぼ
っ
く
り
が

あ
っ
た
と

さ
〜
♪
」

な
ど
と
歌

い
な
が
ら
、

手
と
手
を

合
わ
せ
…
息
も
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

あ
り
が
と
う
！

素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
‼

　
「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
く

だ
さ
い
。ま
た
来
ま
す
」と
最
後
に

元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
し
た
園
児
た

ち
。
玄

関
先
に

出
て
み

る
と
、

ポ
ン
菓

子
屋
さ
ん

の
姿
が
…
。

　

演
技
の
お

礼
に
と
、
作

り
た
て
の
ポ
ン
菓
子
を
も
ら
う
園

児
た
ち
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば

あ
ち
ゃ
ん

た
ち
も
一

緒
に
ほ
お

張
り
、
み

ん
な
素
敵

な
笑
顔
に

な
り
ま
し

た
。

聴
く
人
に
感
動
を
与
え
る
ハ
ー
モ
ニ
ー

女
声
合
唱
団
コ
ス
モ
ス（
豊
岡
）

　

11
月
7
日（
日
）午
後
2
時
か
ら
、

出
石
文
化
会
館
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
で

開
催
す
る
第
13
回
リ
サ
イ
タ
ル
に

向
け
て
、
楽
し
く
も
厳
し
い
練
習

に
取
り
組
む
の
は
女
声
合
唱
団
コ

ス
モ
ス
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

こ
の
合
唱
団
は
、
昭
和
54
年
1

月
に
、
豊
岡
小
学
校
P
T
A
コ
ー

ラ
ス
の
Ｏオ

ー

Ｇジ
ー

が
中
心
と
な
り「
豊

岡
市
女
声
合
唱
団
」と
し
て
結
成

し
ま
し
た
。
現
在
、
団
員
は
63
人
。

毎
週
月
曜
日
に
、
豊
岡
地
区
公
民

館
な
ど
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

団
長
の
大
井
小
枝
子
さ
ん（
城

南
町
）は「
歌
の
好
き
な
人
た
ち
の

集
ま
り
。み
ん
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
と
り

こ
な
ん
で
す
よ
」と
話
し
ま
す
。

　

結
成
の
年
に
初
め
て
開
催
さ
れ

た
但
馬
合
唱
祭
や
、
豊
岡
市
民
音

楽
祭
、
兵
庫
県
合
唱
祭
に
は
毎
年

欠
か
さ
ず
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
リ
サ
イ
タ
ル
は
、
結
成
翌
年

か
ら
2
年
に
1
回
程
度
開
催
し
て

い
ま
す
。
平
成
10
年
の
、
結
成
20

周
年
を
機
に
団
名
を「
女
声
合
唱

団
コ
ス
モ
ス
」に
改
名
し
ま
し
た
。

　

結
成
当
時
か
ら
指
揮
と
指
導
を

務
め
る
藤
原
紘ひ

ろ

道み
ち

さ
ん
は「
指
導

は
か
な
り
厳
し
く
し
て
い
る
が
、

頑
張
っ
て
い
る
。
み
ん
な
努
力
家

で
す
」と
評
価
し
ま
す
。

　

平
成
18
年
に
は
、
お
お
む
ね
65

歳
以
上
を
対
象
に
シ
ニ
ア
部
を
結

成
し
、
年
齢
に
関
係
な
く
参
加
し

や
す
い
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　
「
団
を
継
続
し
て
い
く
た
め
若

い
団
員
を
増
や
し
た
い
。
そ
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
と
交
流
し
、

挑
戦
的
な
曲
に
取
り
組
み
た
い
」

と
、
大
井
さ
ん
は
さ
ら
な
る
高
み

を
目
指
し
、
意
気
込
み
ま
す
。

　

団
員
募
集
中
!
問
い
合
わ
せ
は
、

大
井
さ
ん
ま
で
。☎
24
－
0
4
9
1

小
坂
幼
稚
園
（
出
石
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
園
児
31
人
〉

●
幼稚園

編

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

⑩

▲練習ではいつも真剣そのもの
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く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
19

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
1

広報とよおか　2010.10.25 28

▽
事
例
2　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲

覧
時
に
、
年
齢
確
認
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
と「
登
録
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
料
金
を
支
払
っ

て
く
だ
さ
い
」と
請
求
画
面
が

表
示
さ
れ
た
。

　

身
に
覚
え
の
な
い
架
空
請
求
や

不
当
請
求
を
受
け
た
場
合
、
料
金

を
支
払
わ
ず
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

請
求
元
に
連
絡
を
取
る
と
、
個
人

情
報
を
把
握
さ
れ
て
し
ま
い
、
し

つ
こ
く
料
金
を
請
求
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
、
絶
対
に
連
絡
を
取

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

悪
質
な
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
を
利

用
し
た
と
き
に
、
請
求
画
面
が
消

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
が
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

特
別
な
操
作
で
消
去

で
き
ま
す
の
で
、
慌
て
て
料
金
を

支
払
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
利
用
機
器
の
製
造
メ
ー

カ
ー
の
相
談
窓
口
に
連
絡
し
消
去

方
法
を
教
わ
り
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
情
報
収

集
の
ほ
か
、
買
い
物
や
ゲ
ー
ム
、

電
子
メ
ー
ル
、
電
子
掲
示
板
な
ど
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
切
り
離
せ
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
つ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
関
す
る
新
し
い
ト
ラ
ブ
ル
が

次
々
と
発
生
し
、
消
費
者
相
談
も

増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

迷
惑
メ
ー
ル
は
、
利
用
者
の
意

思
と
は
関
係
な
く
勝
手
に
届
き
ま

す
。
違
法
な
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

宣
伝
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
へ
の
勧

誘
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
ト
ラ
ブ
ル

へ
誘
引
す
る
も
の
で
す
。

　

迷
惑
メ
ー
ル
の
被
害
を
受
け
な

い
た
め
に
、
次
の﹁
3
つ
の
基
本
﹂

を
守
り
自
己
防
衛
し
ま
し
ょ
う
。

・
迷
惑
メ
ー
ル
は
絶
対
に
開
か
な
い

・
Uユ

ー

Rア
ー
ル

Lエ
ル

を
ク
リ
ッ
ク
し
な
い

・
誘
導
さ
れ
て
も
個
人

情
報
を
入
力
し
な
い

　

迷
惑
メ
ー
ル
が
度
々

届
く
場
合
は
、
通
信
事
業
者
が
提

供
す
る﹁
迷
惑
メ
ー
ル
受
信
防
止

機
能
﹂を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
は
、
連
鎖
的

に
電
子
メ
ー
ル
を
送
ら
せ
る
迷
惑

メ
ー
ル
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
文
体

が「
こ
の
電
子
メ
ー
ル
を
受
け
取

っ
た
ら
転
送
し
て
く
だ
さ
い
」「
転

送
し
な
い
と
不
幸
に
な
る
」な
ど

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
﹁
○
人
に
転
送

し
て
く
だ
さ
い
﹂の

文
章
が
あ
っ
た
ら

チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル

だ
と
疑
い
、
転
送
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

　

不
特
定
の
男
女
が
出
会
い
を
目

的
に
や
り
取
り
す
る
出
会
い
系
サ

イ
ト
に
は
、
悪
意
を
も
っ
た
利
用

者
も
多
数
参
加
し
て
お
り
、被
害
者

の
多
く
は
中
・
高
校
生
な
ど
で
す
。

　

被
害
防
止
に
は
、
勧
誘
メ
ー
ル

を
絶
対
に
見
な
い
、
書
き
込
ま
な

い
、
そ
し
て
、
誘
わ
れ
て
も
絶
対

に
会
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
事
例
1　

利
用
し
た
覚
え
の
な

い「
有
料
サ
イ
ト
利
用
料
金
」の

延
滞
料
金
を
請
求
す
る
メ
ー
ル

が
届
い
た
。

チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル

︽
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
︾

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21
－
9
0
0
1

あ
る
日
突
然
や
っ
て
く
る

身
に
覚
え
の
な
い
迷
惑
メ
ー
ル

請
求
画
面
が
消
え
な
い

出
会
い
系
サ
イ
ト

架
空
請
求
・
不
当
請
求

ド
」、指
導
員
に
よ
る
、お
母
さ

ん
の
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ「
運
動
グ

ル
ー
プ
」、6
カ
月
ま
で
の
乳
児

対
象
の「
ベ
ビ
ー
グ
ル
ー
プ
」が
あ

り
ま
す
。

子
育
て
相
談
室
・
図
書
室

･
乳
幼
児
だ
け
で
な
く
、小
･
中
学

生
の
悩
み
も
気
軽
に
相
談
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

･
図
書
室
に
も
な
って
い
る
の
で
、子

ど
も
が
本
を
開
い
て
、落
ち
着
け

る
場
所
で
す
。

こ
ど
も
用
ト
イ
レ

･
明
る
く
清
潔
感
が
あ
り
、ベ
ビ
ー

シ
ー
ト
や
沐も

く

浴よ
く

台
が
完
備
さ
れ
、

安
心
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

調
理
室

･
調
理
台
を
3
台
設
置
し
、乳
幼

児
の
食
育
に
大
活
躍
で
す
。

私
た
ち
の
子
育
て
セ
ン
タ
ー
④

　

ち
ょ
っ
と
き
ん
せ
ー﹃
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー
﹄

子
育
て
広
場　

ほ
の
ぼ
の
ラ
ン
ド

･
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

開
い
て
い
ま
す
。休
館
は
、月
曜

日
、祝
日
で
す
。

･
小
学
校
入
学
ま
で
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
な
ら
誰
で
も
利
用

で
き
、申
込
み
は
不
要
で
す
。

･
夏
休
み
は
、中
学
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
小
学
生
、幼
稚
園
児
も

た
く
さ
ん
遊
び
に
来
ま
す
。

･
遊
戯
室
に
新
し
く
床
暖
房
が
完

備
さ
れ
ま
し
た
。

ミ
ッ
ク
ス
ラ
ン
ド

･
毎
週
火
曜
日
は
、全
体
の
活
動
日

で
す
。季
節
の
行
事
、講
座
な
ど

を
行
って
い
ま
す
。

登
録
グ
ル
ー
プ

『
年
齢
別
グ
ル
ー
プ
』

･
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
年
間
の
活

動
を
計
画
し
、実
施
し
て
い
ま
す
。

『
選
択
グ
ル
ー
プ
』

･
講
師
の
指
導
の
も
と
、お
母
さ
ん

主
体
の「
ク
ッ
キ
ン
グ
」、親
子
で

音
楽
遊
び
の「
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
バ
ン

　

竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー
は
、今
年
5
月
、竹
野
児
童
館
か
ら
、建
物
全

部
を
子
育
て
セ
ン
タ
ー
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。遊
戯

室
か
ら
外
の
テ
ラ
ス
へ
と
自
由
に
移
動
で
き
る
の
が
自
慢
で
す
。そ
ん
な

竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー
を「
き
ら
き
ら
マ
マ
ー
ズ
」が
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー
☎
47

－

2
0
3
0

※「
き
ら
き
ら
マ
マ
ー
ズ
」は
、3
地

区（
南･中･竹
野
）役
員
の
グ
ル
ー

プ
で
す
。す
べ
て
の
会
員
が
輝

け
る
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
の
た
め
、

お
助
け
マ
マ
役
を
し
て
い
ま
す
。
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崎
漕そ

う

艇
場
・
城
崎
町
楽さ

さ
う
ら

々
浦
）

■
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル　

3
位

▽
城
崎
中
学
校

（
9
月
4
日
〜
5
日
、
三
木
市
）

■
個
人（
緑
コ
ー
ス
）　

4
位

▽
井
口
成し
げ

美み（
日
高
町
篠
垣
）

　

木
屋
町
小
路
が
、
2
0
1
0

年
度
の「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」

〔（
財
）日
本
産
業
デ
ザ
イ
ン
振
興

会
主
催
〕
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」は
、
日

本
で
唯
一
の
総
合
的
な
デ
ザ
イ
ン

の
評
価
・
推
奨
制
度
で
、
世
界
で

も
有
数
の
歴
史
と
実
施
規
模
を
誇

る
デ
ザ
イ
ン
賞
で
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、「
観
光
客
や
住

民
が
温
泉
街
を
日
常
的
に『
め
ぐ

る
』拠
点
と
し
て
の
価
値
と
、
ま

ち
を
持
続
さ
せ
て
い
く
長
期
的
時

間
軸
の『
め
ぐ
る
』拠
点
の
価
値
を

創
り
出
し
て
い
る
」こ
と
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。

（
9
月
26
日
〜
28
日
、
我
孫
子
市
）

■
な
ぎ
な
た「
少
年
女
子
演
技
」優
勝

▽
浅
沼
友ゆ

貴き
（
近
畿
大
学
附
属
豊

岡
高
等
学
校
3
年
）、
嶋　

留る

衣い（
同
3
年
）ペ
ア

　

　

２
歳
に
な
っ
た
よ
！
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、ば
あ
ば
あ
、い

つ
も
色
々
と
あ
り
が
と
う
!!    

（
父 

政
也
・
母 

江
梨
子
、出
石
町
町
分
）

　

１
歳
お
め
で
と
う
！
こ
れ
か
ら

も
い
っ
ぱ
い
走
っ
て
、大
き
く
な
〜

れ
！（

父 

俊
光
・
母 

恵
梨
香
、下
陰
）

野村旺
おう

甫
すけ

ちゃん
（平成21年5月25日生）

梓野梨
り

奈
な

ちゃん
（平成20年9月13日生）

　

琉
来
の
笑
顔
に
い
つ
も
癒
さ
れ
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
、お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲

良
く
、の
び
の
び
育
っ
て
ね
♪

（
父 

勇
作
・
母 

早
紀
、岩
井
）

菊池琉
りゅう

来
く

ちゃん
（平成20年9月24日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

　

も
も
ち
ゃ
ん
の
か
わ
い
い
笑
顔
で
、

家
族
の
み
ん
な
は
幸
せ
い
っ
ぱ
い
で

す
♡
あ
り
が
と
う
、も
も
ち
ゃ
ん
。

（
父 

博
仁
・
母 

友
子
、八
社
宮
）

立脇桃
もも

子
こ

ちゃん
（平成21年7月31日生）

　

も
り
ふ
か
く　

わ
き
出
る
雲
の　

嶺
と
な
る　

そ
の
名
は
、森
脇　

嶺
!!

１
歳
お
め
で
と
う
♡

（
父 

昌
一
・
母 

愛
美
、正
法
寺
）

森脇　嶺
れい

ちゃん
（平成21年8月16日生）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
65
回
国
民
体
育
大
会

　

      

ゆ
め
半
島
千
葉
国
体

第
19
回
全
国
中
学
新
人
競
漕
大
会 ▲浅沼さん（左）、嶋さん（右）

　

豊
岡
市
商
工
会
出
石
支
所
は
、

11
月
10
日（
水
）ま
で
の
間
、着
物
レ

ン
タ
ル
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

貸
し
出
し
す
る「
絹　

夏
着
物
」

は
、
但
東
地
域
で
素
材
開
発
さ
れ

た
生
地
を
使
用
し
て
お
り
、
春
か

ら
秋
ま
で
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

に
涼
し
く
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

着
物
レ
ン
タ
ル
は
、
出
石
地
域

の
3
つ
の
そ
ば
店
で
受
付
を
し
ま

す
。
着
付
け
も
無
料
で
す
。

　

着
物
レ
ン
タ
ル
を
利
用
す
れ
ば
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
店
や
施
設
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
直
接
肌
に
触
れ
る
肌

着
・
足
袋
は
、
料
金
が
必
要
で
す

（
持
参
の
場
合
は
料
金
不
要
）。

　

ま
た
、
使
用
せ
ず
に
、
た
ん
す

に
眠
っ
て
い
る
不
要
な
着
物
が
あ

れ
ば
、
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
市
商

工
会
出
石
支
所
☎
52
－
2
1
1
3

第
10
回
全
国
障
害
者

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会

ゆ
め
半
島
千
葉
大
会
に
出
場

（
10
月
23
日
〜
25
日
、
千
葉
市
）

■
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク（
ア
キ
ュ

ラ
シ
ー
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
）

▽
坂
井
正ま
さ

明あ
き（

野
上
）

（
9
月
18
日
〜
19
日
、
円
山
川
城

第
23
回
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド・

　

ゴ
ル
フ
交
歓
兵
庫
県
大
会

木き

屋や

町ま
ち

小こ
う

路じ

が

「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」受
賞

■
セ
ン
ト
ラ
ル
・
リ
ー
グ　

投
手

9
月
度

▽
能
見
篤
史（
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
・

出
石
町
丸
中
出
身
）

2
0
1
0
年
度
プ
ロ
野
球

月
間
Ｍ
Ｖ
Ｐ

着
物
レ
ン
タ
ル
実
施
！
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期　

間

◆
児
童
虐
待
と
は

　

児
童
の
保
護
者
や
同
居
人
が
、

監
護
す
る
18
歳
未
満
の
児
童
に
対

し
て
次
の
よ
う
な
行
為
を
行
う
こ

と
を
言
い
ま
す
。

○
身
体
的
虐
待　

児
童
の
身
体
に

外
傷
が
生
じ
る
、ま
た
は
生
じ
る

恐
れ
の
あ
る
暴
行
を
加
え
る
こ
と

○
性
的
虐
待　

児
童
に
わ
い
せ
つ

な
行
為
を
す
る
こ
と
、
ま
た
は

児
童
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
さ

せ
る
こ
と

○
ネ
グ
レ
ク
ト　

児
童
の
心
身
の

正
常
な
発
達
を
妨
げ
る
よ
う
な

著
し
い
減
食
、
長
時
間
の
放
置
、

ま
た
は
そ
の
他
、
保
護
者
と
し

て
の
監
護
を
著
し
く
怠
る
こ
と

○
心
理
的
虐
待　

児
童
に
対
す
る

11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

「
見
す
ご
す
な　

幼
い
子
ど
も

の
Sエ

ス

Oオ
ー

Sエ
ス

」

著
し
い
暴
言
、
拒
絶
的
な
対
応
、

児
童
が
同
居
す
る
家
庭
に
お
け

る
配
偶
者
に
対
す
る
暴
力
、
ま

た
は
そ
の
他
、
児
童
に
著
し
い

心
理
的
外
傷
を
与
え
る
言
動
を

行
う
こ
と

◆「
虐
待
」と「
し
つ
け
」の
違
い
と
は

　
「
し
つ
け
」は
、
児
童
が
き
ち
ん
と

し
た
生
活
習
慣
や
人
と
関
わ
る
力
な

ど
社
会
的
に
自
立
し
て
い
く
た
め
の

道
筋
を
親
が
示
す
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
し
つ
け
」の
た
め
、
親
が

暴
力
や
暴
言
で
子
ど
も
を
追
い
つ
め

る
と
、
そ
れ
は
虐
待
に
な
り
ま
す
。

◆
児
童
虐
待
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

児
童
虐
待
は
、
周
辺
が
気
付
い

て
あ
げ
て
、
必
要
な
援
助
、
相
談
、

支
援
な
ど
の
手
を
差

し
伸
べ
な
い
と
急
速

に
進
み
ま
す
。

　

泣
き
声
や
怒
鳴
り
声
が
た
び
た

び
聞
こ
え
る
、
児
童
や
保
護
者
の

様
子
が
お
か
し
い
と
気
付
い
た
ら
、

た
め
ら
わ
ず
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
児
童
虐
待
を
発
見
し
た
ら

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ

る
児
童
を
発
見
し
た
と
き
や
自
分

は
虐
待
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
お
悩
み
の
と
き
は
連
絡
・
相

談
く
だ
さ
い
。

▽
連
絡
･
相
談
･
問
合
せ　

・
こ
ど
も
育
成
課
こ
ど
も
家
庭
相

談
係

　

☎
29
－
0
0
5
3

・
豊
岡
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー　

☎
22
－
4
3
1
4

・
児
童
虐
待
24
時
間
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン（
夜
間
・
休
日
）

　

☎
22
－
9
1
1
9

・
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
－
0
6
4
－
0
0
0

　

社
員
、
従
業
員
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
労
働
者
を
1
人
で
も
雇
い
入

れ
た
事
業
主
は
、
労
働
保
険（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）の
加
入
手

続
き
を
し
、
労
働
保
険
料
を
申

告
・
納
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

11
月
は

労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間

　

加
入
手
続
き
が
ま
だ
の
事
業
主
は
、

す
ぐ
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

但
馬
労
働
基
準
監
督

署
☎
22
－
5
1
4
5
ま
た
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

　

☎
23
－
3
1
0
1

催　

し

伊
藤
清
永
・
晴
子
展

　

本
市
を
代
表
す
る
洋
画
家
の
故

伊
藤
清
永
さ
ん
と
長
女
で
洋
画
家

の
晴
子
さ
ん
の
初
共
演
と
な
る
親

子
展
を
開
催
し
ま
す
。

▽
会
期　

10
月
30
日（
土
）〜
12
月

7
日（
火
）午
前
9
時
30
分
〜
午

後
5
時（
入
館
は
午
後
4
時
30

分
ま
で
）

※
毎
週
水
曜
日
は
休
館
〔
11
月
3

日（
水
・
祝
）は
開
館
〕

▽
場
所　

伊
藤
清
永
美
術
館（
出

石
町
内
町
）

▽
入
館
料　

大
人
5
0
0
円（
団

体
20
人
以
上
の
場
合
、
4
0
0
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円
）、
高
校
・
大
学
生
3
0
0

円
、
小
・
中
学
生
1
0
0
円
、

友
の
会
会
員
2
5
0
円
、
65
歳

以
上
・
身
障
者
2
5
0
円

※
市
内
の
小
・
中
学
生
は
コ
コ
ロ

ン
カ
ー
ド
提
示
に
よ
り
無
料

▽
問
合
せ　

伊
藤
清
永
美
術
館

　

☎
52
－
5
4
5
6

教
育
委
員
会
会
議
の
傍
聴

　

11
月
の
定
例
教
育
委
員
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

会
議
は
、公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

11
月
16
日（
火
）午
後
3

時
〜（
開
会
時
間
ま
で
に
お
越

し
く
だ
さ
い
）

▽
場
所　

出
石
総
合
支
所　

2
階

大
会
議
室

▽
問
合
せ　

教
育
総
務
課
教
育
総

務
係
☎
23
－
1
1
1
7

子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

　

お
知
ら
せ

◆
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

○
小
児
救
急
セ
ミ
ナ
ー

▽
日
時　

12
月
4
日（
土
）午
前
10

時
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

練

習
室（
大
手
町
）

▽
対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

▽
講
師　

公
立
浜
坂
病
院
内
科
医

師　

山
田
博
之
さ
ん

▽
定
員　

25
人
程
度

※
希
望
者
は
、
一
時
保
育
あ
り

▽
申
込
期
間　

11
月
15
日（
月
）〜

12
月
2
日（
木
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

子
育
て
総

合
セ
ン
タ
ー
☎
24
－
4
6
0
4

◆
城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
パ
パ
と
遊
ぼ
う
デ
ー

▽
日
時　

12
月
1
日（
水
）午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー

▽
そ
の
他　

現
在
地
で
の
な
で
し

こ
セ
ン
タ
ー
の
開
設
は
、
11
月

30
日（
火
）ま
で
で
す
。
12
月
14

日（
火
）か
ら
、
旧
J
A
た
じ
ま

葬
祭
セ
ン
タ
ー（
上
陰
）の
一
部

で
毎
週
火
曜
日
に
開
設
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課
生
活
係

☎
21
－
9
0
0
1

　

在
庫
一掃
セ
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
16
日（
火
）午
前
10

時
〜
午
後
4
時

▽
場
所　

な
で
し
こ
セ
ン
タ
ー
、

市
役
所
北
庁
舎
1
階

▽
内
容　

家
具
、
衣
類
、
野
菜
な

ど
を
格
安
で
販
売

　
（
城
崎
町
湯
島
）

▽
対
象　

乳
幼
児
と
父
親（
母
親

も
参
加
で
き
ま
す
）

▽
内
容　

親
子
触
れ
合
い
運
動

▽
定
員　

親
子
15
組

▽
申
込
期
限　

11
月
26
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

城
崎
子
育

て
セ
ン
タ
ー
☎
32
－
4
6
6
6

◆
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
パ
パ
と
遊
ぼ
う
デ
ー

▽
日
時　

11
月
20
日（
土
）午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

（
竹
野
町
和
田
）

▽
対
象　

乳
幼
児
と
父
親（
母
親

も
参
加
で
き
ま
す
）

▽
内
容　

親
子
運
動
遊
び

▽
講
師　

こ
ど
も
育
成
課
職
員　

仲
義　

健　

○
小
児
救
急
セ
ミ
ナ
ー

▽
日
時　

11
月
27
日（
土
）午
前
10

時
30
分
〜
正
午

▽
場
所　

竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

▽
講
師　

公
立
浜
坂
病
院
内
科
医

師　

山
田
博
之
さ
ん

▽
定
員　

20
人
程
度

※
希
望
者
は
、
一
時
保
育
あ
り

▽
申
込
期
間　

11
月
10
日（
水
）〜

25
日（
木
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

竹
野
子
育

て
セ
ン
タ
ー
☎
47
－
2
0
3
0

豊
岡
市
戦
没
者
追
悼
式

　

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
に
対
し
、
心
か
ら
追
悼
の
誠

を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
平

和
を
願
う
市
民
の
強
い
決
意
を
表

す
こ
と
を
目
的
に
、本
年
も
豊
岡
市

戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し
ま
す
。

　

遺
族
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
も
多
数
参
列
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

11
月
5
日（
金
）午
前
10

時
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

市
民
会
館　

文
化
ホ
ー

ル（
立
野
町
）

▽
そ
の
他　

会
場
で
は
、
手
話
通

訳
を
行
う
予
定
で
す
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
地
域
福

祉
係
☎
24
－
7
0
3
3

▽
日
時　

11
月
14
日（
日
）午
前
9

時
〜
正
午

▽
場
所　

出
石
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル（
出

石
町
水む

な

上が
い

）

▽
対
象　

乳
幼
児
・

児
童
と
保
護
者

▽
内
容　

金
魚
す
く
い
、
マ
ス
コ

ッ
ト
作
り
、プ
レ
イ
ラ
ン
ド
な
ど

▽
問
合
せ　

出
石
児
童
館

　

☎
52
－
5
7
5
1

第
4
回
い
ず
し
こ
ど
も
ま
つ
り

「
豊
岡
く
ら
し
の
会
」大
バ
ザ
ー
ル
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村
芝
居
ま
つ
り
〜
お
ら
が
村
の

芝
居
を
出
石
永
楽
館
で
！
〜

　

地
域
文
化
の
広
が
り
と
交
流
を

目
指
し
、
一
般
募
集
に
よ
る
芝
居

一
座
の
芝
居
を
上
演
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
23
日（
火
・
祝
）午

後
2
時
〜

▽
場
所　

出
石
永
楽
館（
出
石
町
柳
）

▽
出
演
者　

福
田
村
一
座
、ニ
ュ
ー

こ
が
ね
座

▽
入
場
料　

無
料（
整
理
券
が
必
要
）

▽
問
合
せ　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

　

☎
24
－
3
0
0
0
ま
た
は
出
石

永
楽
館
☎
52
－
5
3
0
0

第
38
回
た
じ
ま
消
費
者
の
つ
ど
い

▽
日
時　

11
月
8
日（
月
）午
前
10

時
30
分
〜
午
後
3
時

▽
場
所　

県
立
但
馬
文
教
府（
妙

楽
寺
）

▽
内
容　

○
体
育
室
兼
講
堂

・
開
会
行
事

・
消
費
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
活
動

発
表

○
そ
の
他
周
辺

・
但
馬
の
ふ
る
さ
と
自
慢
コ
ー
ナ
ー

・
エ
コ
石
け
ん
・
リ
フ
ォ
ー
ム
作

品
な
ど
展
示

・
ご
は
ん
と
大
鍋
の
振
る
舞
い

▽
問
合
せ　

但
馬
県
民
局
但
馬
生

活
科
学
セ
ン
タ
ー
☎
23
－
1
4
9
0

中
国
琵び

琶わ

演
奏
家「
閻え

ん

杰き

」

　
　

コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時　

11
月
20
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜

▽
場
所　

日
高
文
化
体
育
館　

大

ホ
ー
ル（
日
高
町
祢に

ょ
う布

）

▽
出
演　

演
奏
家　

閻
杰
さ
ん

▽
内
容　

夜イ
エ

来ラ
イ

香シ
ャ

、
ト
ル
コ
行
進

曲
な
ど
。
今
回
は「
そ
う
だ
ろ

節
」も
ア
レ
ン
ジ
し
、
演
奏
。

▽
入
場
料　

前
売
り　

一
般
2
、0

　

0
0
円
、高
校
生
以
下
1
、0
0

　

0
円（
全
席
自
由
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
日
高
文
化
体
育

館
な
ど
で
発
売
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

N
P
O
法
人
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
日
高（
日
高
文
化
体
育
館
内
）

　

☎
42
－
2
5
0
5

募　

集

平
成
23
年
度
豊
岡
市
職
員
募
集

▽
募
集
職
種
・
人
数

○
看
護
師
・
1
人

○
消
防
職
・
1
人

▽
応
募
資
格

○
看
護
師
…
昭
和
45
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
、
看
護
師
免
許

を
有
す
る
方（
正
看
護
師
資
格

に
限
る
）

○
消
防
職
…
昭
和
60
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
、
学
校
教
育
法

に
基
づ
く
高
等
学
校
以
上
の
学

校
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
平
成

23
年
3
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
方
で
、
次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
方

・
視
力
が
両
眼
と
も
1.0
以
上（
矯

正
視
力
を
含
む
）で
あ
る
こ
と

・
色
覚
、聴
力
、言
語
、運
動
機
能
そ

の
他
、
身
体
の
機
能
に
消
防
職

と
し
て
の
職
務
遂
行
上
支
障
が

な
い
こ
と

▽
選
考
試
験

○
1
次
試
験

・
日
程　

11
月
28
日（
日
） 

・
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬（
消
防

職
の
体
力
検
査
は
豊
岡
南
中
学
校
）

・
内
容　

教
養
試
験
、
作
文
試
験
、

適
性
検
査
、体
力
検
査（
消
防
職

の
み
）、身
体
検
査（
消
防
職
の
み
）

○
2
次
試
験

・
日
程　

12
月
22
日（
水
）　 

・
場
所　

第
1
次
試
験
合
格
者
に

直
接
通
知
し
ま
す
。

・
内
容　

面
接
試
験
、
身
体
検
査

（
看
護
師
の
み
）

※
身
体
検
査
は
、
指
定
項
目
を
満

た
す
検
査
書
の
提
出
に
よ
る
。

▽
採
用
予
定
日　

平
成
23
年
4
月

1
日

▽
申
込
方
法　

募
集
案
内
・
申
込

書
を
職
員
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
地
域
振
興
課
で
受
け
取
り
、受

験
職
種
に
必
要
な
書
類
を
添
え

て
、
職
員
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

11
月
5
日（
金
）〜

17
日（
水
）必
着〔
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分
。
た
だ
し
、

土
・
日
曜
日
は
除
く
〕

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

職
員
課　

☎
23
－
1
3
2
6

但
馬
技
術
大
学
校　
　
　
　

　

平
成
23
年
度
学
生
募
集

▽
募
集
学
科
・
人
数

・
機
械
制
御
工
学
科　

20
人

・
建
築
工
学
科　
　
　

30
人

・
情
報
工
学
科　
　
　

30
人

・
自
動
車
工
学
科　
　

30
人

▽
試
験
区
分　

一
般
入
校
試
験

▽
対
象　

既
卒
者
、
学
校
卒
業
見

込
者

▽
試
験
日　

11
月
27
日（
土
）

▽
場
所　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

▽
試
験
科
目　

面
接
、
学
科

▽
出
願
方
法　

指
定
の
願
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
返
信
用

封
筒
を
添
え
て
持
参
ま
た
は
郵
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送（
簡
易
書
留
）く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間　

11
月
5
日（
金
）〜

19
日（
金
）必
着

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

県
立
但
馬

技
術
大
学
校
入
校
試
験
事
務
局

（
〒
6
6
8
－
0
0
5
1　

九

日
市
上
町
6
6
0
－
5
）

　

☎
24
－
2
2
3
3

講
座
・
講
習
・
教
室

▽
日
時　

11
月
28
日（
日
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時

▽
場
所　

城
崎
総
合
支
所　

2
階

　

大
会
議
室

▽
対
象　

市
内
在
住
で
認
知
症
に

関
心
の
あ
る
方

▽
講
師　

大
植
病
院
臨
床
心
理
士

中
山
隆た

か

人ひ
と

さ
ん

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

50
人（
先
着
順
）

▽
申
込
方
法　

電
話
、
ま
た
は
市

民
課
、
高
年
福
祉
課
、
お
よ
び

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ

る
申
込
書
に
記
入
の
上
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

10
月
26
日（
火
）〜

11
月
25
日（
木
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

高
年
福
祉

課
☎
29
－
0
0
5
5

　

FAX　

24
－
9
0
8
8

普
通
救
命
講
習

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

▽
講
習
種
別　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

▽
日
時　

11
月
21
日（
日
）午
前
9

時
〜
正
午

▽
場
所　

日
高
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル（
日

高
町
国
分
寺
）

▽
講
習
内
容

・
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇そ

生せ
い

法

・
Aエ

ー

Eイ
ー

Dデ
ィ
ー（

自
動
体
外
式
除
細
動

器
）の
使
用
方
法

・
大
出
血
時
の
止
血
法

・
窒
息
時
の
処
置

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

30
人

▽
申
込
方
法　

豊
岡
消
防
署
、各

分
署
、出
張
所
、お
よ
び
駐
在
所

に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
、ま
た

は
市
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
郵
送
、フ
ァッ
ク
ス
、

メ
ー
ル
、
ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

11
月
17
日（
水
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
消
防

署
救
急
係（
〒
6
6
8
－
0
0
5

　

5　

昭
和
町
4
－
33
）

　

☎
24
－
8
0
3
8

FAX　

24
－
1
2
7
8

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
shobo-keibo@

city.toyooka.
 lg.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://119.city.toyooka.　

lg.jp/

▽
日
時　

11
月
23
日（
火
・
祝
）午

前
9
時
〜
正
午

▽
場
所　

県
立
豊
岡
総
合
高
等
学

校
第
3
コン
ピュー
タ
室（
加
広
町
）

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

第
6
回
P
C
ア
カ
デ
ミ
ー（
講
座
）

▽
日
時　

11
月
14
日（
日
）午
後
2

時
〜
4
時

▽
場
所　

図
書
館
本
館　

2
階　

視
聴
覚
講
演
室（
京
町
）

▽
対
象　

子
ど
も
の
読
書
推
進
に

興
味
の
あ
る
方
な
ど

▽
演
題　

子
ど
も
と
本
の
楽
し
み

を
分
か
ち
あ
う
た
め
に

▽
講
師　

兵
庫
県
子
ど
も
の
図
書

館
研
究
会
代
表
・
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
清
心
女
子
大
学
非
常
勤
講
師

小
寺
啓ひ

ろ

章あ
き

さ
ん

▽
定
員　

40
人

▽
申
込
期
限　

11
月
7
日（
日
）　

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

図
書
館
本

館
☎
23
－
6
1
5
1

読
み
聞
か
せ
指
導
者
養
成
講
座

城
崎
健
康
を
す
す
め
る
会

「
笑
い
ヨ
ガ
」体
験
教
室

▽
日
時　

11
月
17
日（
水
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分

▽
場
所　

城
崎
総
合

支
所　

2
階
大
会

議
室

▽
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
・

上
履
き
・
飲
み
物

▽
申
込
期
間　

11
月
1
日（
月
）〜

12
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進

課
☎
24
－
1
1
2
7

▽
内
容　

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト（
ワ
ー

ド
）に
よ
る
年
賀
状
作
成

▽
講
師　

県
立
豊
岡
総
合
高
等
学

校
生
徒
、
職
員

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

20
人（
先
着
順
）

▽
持
ち
物　

年
賀
状
に
挿
入
す
る

写
真（
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
）

▽
申
込
方
法　

学
校
に
あ
る「
参

加
申
込
票
」に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

10
月
25
日（
月
）〜

11
月
5
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

県
立
豊
岡

総
合
高
等
学
校（
〒
6
6
8
－

0
0
2
3　

加
広
町
6
－
68
）

　

☎
22
－
7
1
7
7
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プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室

▽
開
催
時
間　

午
前
10

時
〜
11
時
30
分

▽
場
所　
コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗（
祥
雲
寺
）

▽
講
師　

ス
タ
ジ
オ　

ア
ン
ジ
ェ

リ
ッ
ク
・
ケ
イ

▽
参
加
費　

各
3
、0
0
0
円（
飲

み
物
付
）

▽
定
員　

各
40
人（
先
着
順
）

▽
持
ち
物　

キ
ッ
チ
ン
バ
サ
ミ
ま

た
は
ペ
ン
チ
な
ど

▽
申
込
期
限　

い
ず
れ
も
開
催
日

の
前
日

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト

リ
本
舗
☎
37
－
8
2
2
2

相　

談

地
域
雇
用
相
談

　
「
会
社
で
の
人
間
関
係
が
う
ま

く
い
か
な
い
」な
ど
労
働
・
雇
用

聴
覚
障
害
者
パ
ソ
コ
ン
相
談

▽
日
時　

11
月
13
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時

※
相
談
は
、
1
人
1
時
間
程
度

※
事
前
予
約
が
必
要

▽
場
所　

た
じ
ま
聴
覚
障
害
者
セ

ン
タ
ー（
京
町
）

▽
対
象　

但
馬
地
域
に
在
住
の
聴

覚
障
害
者

▽
申
込
期
限　

11
月
12
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

た
じ
ま
聴

覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　
☎
24
－
8
0
0
8

FAX　
24
－
8
2
8
8

▽
日
時　

11
月
16
日（
火
）午
後
2

　

時
〜
4
時

▽
場
所　

出
石
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル（
出

石
町
水む

な
が
い上

）

た
じ
ま
花
と
緑
の
教
室

　
　
「
11
月
講
座
」

▽
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
の
寄
せ
植
え

▽
講
師　

県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

園
芸
講
座
講
師　

宮
垣
義
巳
さ
ん

▽
参
加
費　

2
、5
0
0
円（
材
料

費
含
む
）

▽
定
員　

40
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

11
月
5
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境

課
環
境
衛
生
係
☎
23
－
5
3
0
4

平
成
22
年
度
豊
岡
市
成
人
式
の

お
知
ら
せ

そ
の
他

「
あ
な
た
と
家
族
の
命
を
守
る

た
め
に
」今
こ
そ
耐
震
補
強
を
！

◆
簡
易
耐
震
診
断
推
進
事
業
の
実
施

　

家
の
耐
震
性
を
調
べ
た
い
方
は
、

簡
易
耐
震
診
断
を『
無
料
』で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
定
員　
　

1
0
0
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

12
月
28
日（
火
）

◆
家
を
耐
震
補
強
し
ま
せ
ん
か
!!

○
住
宅
全
体
を
耐
震
改
修
ま
た
は
部

分
改
修
を
す
る
費
用
を
対
象
に
、最

大
1
1
0
万
円
を
助
成
。

◇
兵
庫
県
の
補
助
制
度

・
戸
建
住
宅
の
場
合
、80
万
円
を
限

度
と
し
て
助
成
し
ま
す（
対
象
経
費

　

成
人
式
の
案
内
状
を
11
月
下
旬

に
送
付
す
る
予
定
で
す
。
転
出
な

ど
で
本
市
に
住
民
登
録
し
て
い
な
い

方
は
、案
内
状
が
届
き
ま
せ
ん
の
で
、

出
席
を
希
望
の
方
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

平
成
23
年
1
月
9
日（
日
）

午
後
開
会
予
定

▽
場
所　

市
民
会
館　

文
化
ホ
ー

ル（
立
野
町
）

▽
対
象　

平
成
2
年
4
月
2
日
〜

平
成
3
年
4
月
1
日
生
ま
れ
で
、

の
4
分
の
1
以
内
＋
加
算
分
）。

※
詳
細
は
、
兵
庫
県
建
築
指
導
課

（
☎
0
7
8
－
3
6
2
－
4
3
4
0
）

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
豊
岡
市
の
上
乗
せ
補
助
制
度

・
戸
建
住
宅
の
場
合
、
30
万
円
を

限
度
と
し
て
助
成
し
ま
す（
対

象
経
費
の
4
分
の
1
以
内
）。

○
1
階
部
分
の
居
間
ま
た
は
寝
室

の
補
強
工
事
に
要
す
る
費
用
を

助
成
。

◇
豊
岡
市
の
補
助
制
度

・
戸
建
住
宅
の
場
合
、
30
万
円
を

限
度
と
し
て
助
成
し
ま
す（
対

象
経
費
の
2
分
の
1
以
内
）。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

建
築
住
宅

課
建
築
係
☎
21
－
9
0
1
8

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
気
軽
に
相
談（
電
話
ま
た
は

来
訪
）く
だ
さ
い
。

▽
開
設
日　

月
・
火
・
木
・
金
曜

日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時（
祝

日
を
除
く
）

▽
場
所　

豊
岡
総
合
庁
舎　

1
階

県
民
室
商
工
労
政
課
内（
幸
町
）

▽
相
談
窓
口
・
問
合
せ　

但
馬
県

民
局
県
民
室
商
工
労
政
課

　

☎
26
－
3
6
8
6

開催日 テーマ

11月13日（土）クリスマス
リース

12月11日（土）お正月アレ
ンジ

平成23年
１月８日（土）

新春アレン
ジ

平成23年
２月12日（土）

おひなさま
アレンジ

平成23年
３月12日（土）

春のバスケッ
トアレンジ
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地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

の
11
月
の
日
程
と
担
当
医
師
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
場
所　

公
立
豊
岡
病
院

▽
そ
の
他　

1
歳
以
上
の
小
児
で
、

FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

本
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

お
よ
び
希
望
者

▽
そ
の
他　

開
催
時
間
、
内
容
な

ど
の
詳
細
は
、
後
日
、
市
広
報

紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
連
絡
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

人
権
・
社
会
教
育
係

　

☎
23
－
0
3
4
1

兵
庫
県
最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

　

県
最
低
賃
金
が
、
10
月
17
日

（
日
）に
改
正
さ
れ
、時
間
額
7
3
4

円
に
な
り
ま
し
た（
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
）。

　

な
お
、特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
る
業
種
に
つ
い
て
は
、例

年
12
月
1
日（
水
）に
改
正
さ
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

兵
庫
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
課

　

☎
0
7
8
－
3
6
7
－
9
1
5
4

ま
た
は
但
馬
労
働
基
準
監
督
署

☎
22
－
5
1
4
5

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

　

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

緊
急
性
の
な
い
自
己
都
合
な
ど

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
時
間

外
診
察
料
金
3
、
1
5
0
円
の

負
担
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22
－
6
1
1
1

人
権
擁
護
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

　

10
月
1
日
付
で
、
岸
本
太た

い

準じ
ゅ
ん

さ

ん（
豊
岡
地
域
）、
岡お

か

嵜ざ
き

國く
に

男お

さ
ん

（
竹
野
地
域
）、橋
本
正ま

さ

信の
ぶ

さ
ん（
但

東
地
域
）が
、引
き
続
き
、人
権
擁

護
委
員
に
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
3
年
で
、他
の
14
人
の

委
員
と
共
に
、皆
さ
ん
の
人
権
問

題（
差
別
、嫌
が
ら
せ
、い
じ
め
、体

罰
な
ど
）に
つ
い
て
相
談
に
応
じ

ま
す
。

▽
問
合
せ　

総
務
課
行
政
係

　

☎
23
－
1
1
1
6

▽
売
払
い
物
件

○
ホ
ン
ダ　

ス
ー
パ
ー
カ
ブ

・
総
排
気
量
49
　

cc

・
走
行
距
離
約
4
万
2

　

百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

・
平
成
8
年
製
造

公
用
物
品
公
売
の
お
知
ら
せ

○
タ
イ
ヤ（
4
本
組
）…
3
セ
ッ
ト

※
1
セ
ッ
ト
ず
つ
の
入
札
に
な
り

ま
す
。

▽
入
札
参
加
申
込
期
限　

11
月
19

日（
金
）午
後
5
時
15
分（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

▽
入
札
日
時
・
場
所　

11
月
30
日

（
火
）午
後
1
時
30
分
・
市
役
所

本
庁
舎　

3
階　

第
4
会
議
室

▽
入
札
参
加
資
格　

個
人
・
法
人

は
問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
市

に
居
住
し
て
い
る
か
否
か
も
問

い
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
、
売
却
募
集
要
領
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他　

売
却
募
集
要
領
は
、

総
務
課
管
財
係
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

下
見
会

　

物
件
の
公
開
は
、
入
札
参
加
申

込
期
限
ま
で
随
時
行
い
ま
す
。

▽
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
内

※
下
見
会
参
加
希
望
者
は
、
必
ず

事
前
に
氏
名
・
希
望
日
を
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
ス
ー
パ
ー

カ
ブ
は
試
乗
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

総
務
課
管

財
係
☎
23
－
1
1
1
1

開催日 時　間 場　所 内　容

９日（火）10：00〜11：00 清滝保育園（日高町山宮） 血圧、体脂肪測定、ワンポイ
ント健康講座（感染症予防）

11日（木）10：30〜11：30 コープ子育てひろば（加広町） ミニ講座と座談会

13日（土）10：00〜11：00 近畿大学豊岡短期大学附属幼
稚園（戸牧） リズム遊び・体操

18日（木）10：00〜11：00 資母保育園（但東町中山） 人形劇の上演
19日（金）10：00〜11：00 出石愛育園（出石町町分） お手玉遊び

30日（火）10：00〜11：30 出石子育てセンター（出石総合
支所内） 親子3B体操

＜11月のまちの子育てひろば＞

月日 担当医師・
住所

11
月

7日
（日）

國屋正史
（養父市）

28日
（日）

中沢　洋
（出石町本町）

〔日程・担当医師〕

※診療時間：午前９時
〜午後５時

▷問合せ　但馬県民局豊岡健康福祉事務所☎23-1001



　　第７回図書館ふれあい交流会
　今年も朗読ボランティアの方々による朗読ライブなどを行います。視覚に障害のある方や高齢者
の方も楽しめる内容です。どなたでも、気軽に参加ください。
　日時：11月12日（金）午後２時～４時　　場所：図書館本館２階　視聴覚講演室

落語の本
＜ 一 般 ＞

談志最後の落語論
立川談志　著（梧桐書院）

　「落語とは、人間の業の肯定である」
との名言を記してから25年。さらな
る進化を遂げた73歳、立川談志の落
語論・落語家論の集大成。

＜ じ ど う ＞
落語と私
桂　米朝　著（ポプラ社）

　人間国宝・桂　米朝が50歳の時の
著書。「落語というものを分かってい
ただきたくて一生懸命に書きました」
という当時の著者の思いが伝わる。
中学生くらいから。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

11月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後６時
※本館（金・土）および日高分館（金）  午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所１階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎21-9010（出石総合支所１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

11月の行事予定

※詳細は、各館へ問い合わせください。

乳０～２歳　幼３～５歳
児６歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 月
2 火 （休館日）
3 水 （休館日）
4 木
5 金 11：00～ 城崎 おはなしひろば　乳

6 土 10：30～ 竹野 テーマであそぼ！　「はたらくってどんなこ
と？いろんなおしごとい～っぱい！」　 幼 児

但東 おはなしのもり　幼

7 日 13：30～ 城崎 秋の読書週間お楽しみ会
｢おいしいおはなし★わくわくクッキング｣　 児

8 月
9 火 （休館日）

10 水
10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

出石 えほんのとびら　乳 幼

11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳
本館 手づくり絵本＆点字絵日記作品展〔～28日（日）〕

11 木
12 金 14：00～ 本館 第７回ふれあい交流会　般

13 土

10：10～ 本館 土曜としょかん　幼 児

10：30～ 城崎 おはなしのこべや　幼 児

日高 絵本からのおくりもの　幼 児

13：30～ 城崎「城崎文学散歩　第４回」　般

14：00～ 竹野 キッズほんがっかい（本楽会）　児 般

14 日 13：30～ 本館 読み聞かせ指導者養成講座　般

15 月
16 火 （休館日）
17 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
18 木
19 金 11：00～ 城崎 おはなしひろば　乳

20 土 14：00～ 本館 大人のためのお話会　般

15：00～ 但東 切り紙Art　般

21 日 13：20～ 本館 第７回古文書講座（初級）　般

15：00～ 第７回古文書講座（中級）　般
22 月
23 火 （休館日）
24 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
25 木
26 金

27 土 10：30～
竹野 土曜おはなしのへや　幼 児

日高 絵本からのおくりもの　幼 児

出石 おはなし会　幼 児

14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

28 日 10：00～ 本館 リサイクルブックフェア・秋　般
29 月 （休館日）
30 火 （休館日）
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11月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　参加費は無料でどなたでも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込みください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

元気なからだをつくろう！巡回食育コンサート
日　時 15日(月)午後１時30分～（開場午後１時15分）
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 乳幼児と保護者
内　容 食育についてのコンサート（歌、手遊び、クイズなど）

出演：クッキーズ
その他 整理券必要（11月１日から配布）

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石ふれあいセンター）土・日曜日休館

絵本の読み聞かせの会

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

親子運動遊び
日　時 10日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 運動遊び（こども育成課　仲義　健、西松夕紀子）

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
日　時 ほっとたいむ １日（月）、25日（木）午前11時～

おやこふれあいたいむ 22日（月）午前10時30分～
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ほっとたいむでは唱歌や童謡を歌い、おやこふれあいた

いむでは紙芝居やいろいろな遊びをします。
その他 午前中は身長や体重の計測をします。

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎健康福祉センター２階）土・日・月曜日休館

リサイクルバザー
日　時 16日（火）午前10時～午後３時
対　象 乳幼児と親子
内　容 子ども服やおもちゃ、日用品のバザー
内　容 小銭、マイバッグ

母親交流会
日　時 26日（金）午前10時30分～正午
対　象 乳幼児と母親、妊婦
内　容 乳幼児身体計測、妊婦血圧測定、健康育児相談
持ち物 母子手帳、乳児はバスタオル

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

日　時 11日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

元気 ing ピック（げんきんぴっく）
～登録グループ・元気 ing の親子と一緒に～

日　時 12日（金）午前10時～11時30分
場　所 総合体育館
対　象 子育て中の親子、家族
内　容 親子ふれあい遊び、競技形式の運動会ごっこ
持ち物 上靴持参（親子とも）

わいわいコーラス♪♪
日　時 ９日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 秋と冬を交えた歌をピアノ伴奏に合わせて歌う。

日　時 ７日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子ふれあい遊び

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

わらべうた＆製作
日　時 17日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子で楽しむわらべうた、製作「アンパンマンシリーズ」：バタコさん

親子運動遊び
日　時 24日（水）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　15組
内　容 運動遊び（こども育成課　仲義　健、西松夕紀子）
申込期限 17日（水）

伝承遊び
日　時 10日（水）午前10時30分～11時30分
場　所 城崎健康福祉センター　多機能ホール
対　象 乳幼児と保護者　20組
内　容 県立こどもの館職員による伝承遊び
申込期限 ５日（金）

絵本の読み聞かせ
日　時 25日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 センター職員による絵本の読み聞かせ

子育てミニ講話＆母親交流会
日　時 25日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者

内　容 栄養士の話～子どもの食事｢朝ごはん何食べた？｣、
身体計測、妊婦の友だちづくり

さつまいもクッキング
日　時 17日（水）午前10時～正午
場　所 合橋地区公民館
対　象 乳幼児と保護者
内　容 センターで収穫したさつまいもを使ったおやつ作り
申込期限 10日（水）　（参加費：材料代実費）

たまごボーロたいむ
日　時 12日(金)、26日(金)午後１時30分～２時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 豊岡総合高校のお姉さんと一緒に遊びましょう。

なかよし広場
日　時 18日（木）午前９時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談

パパと遊ぼうデー
日　時 13日（土）午前10時30分～11時20分
対　象 乳幼児とそのお父さん（お母さん、きょうだいの参加可）
内　容 サーキット遊び、パネルシアターなど

中学生の育児体験に参加しよう！
日　時 12日（金）午前９時30分～11時30分
場　所 竹野中学校（武道場）
対　象 乳幼児と保護者
内　容 竹野中学校３年生のお兄さんお姉さんと仲良

しになって遊びましょう。

おたすけサロン
日　時 29日（月）午後１時30分～３時30分
対　象 子育て中の保護者
内　容 子育て情報の発信を兼ねたサロンで、交流や情

報交換ができます。おしゃべり目的も大歓迎。
スタッフ おたすけ隊（子育て中の先輩ママ）、センター職員

おはなし広場
日　時 ６日(土)、20日(土)、27日(土)午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
出石文化会館ひぼこホール（出石町水

むな

上
がい

）
☎52−6222  FAX 53−2131

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24−3000  FAX 24−3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

市民会館（立野町）
☎23−0255  FAX 24−0952（火曜日休館）

　12月５日（日）
　　開演18：00（開場17：30）
◇入 場 料　全席自由
　　　　　　一般1,000円、中学生以下500円
◇チケット発売中
　（各プレイガイドでも購入できます）

■きむらたくやトリオジャズコンサート
　クリスマスソングなど、
子どもから大人まで楽しめ
るコンサートです。

　11月12日（金）　開演19：00
◇場　所　交流サロン
◇出　演　ドラマ・リーディング体験講座Vol.11の

　　　　メンバー
◇内　容　『12人の優しい日本人』より
◇入場料　無料

■サロン de 『読みしばい』Vol.11
　『読みしばい』とは台本を手に持って演じる朗読劇で
す。｢せりふ｣だけでなく｢ト書き｣も読みます。戯曲（お芝居
の台本）の持つイメージを自由にお楽しみください。

　12月19日（日）
　　開演14：00（開場13：30）
◇入場料　全席自由
　　　　　一般1,000円
　　　　　中学生以下500円
※友の会割引特典は利用いただけません。
◇チケット発売中
　（各プレイガイドでも購入できます）

■シネマパラダイス
　「トイ・ストーリー3」

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに市民会館､
図書館本館､ 但東分館、城崎･竹野･日高地区公民
館、ひぼこホールでも購入できます。

植村直己冒険館（日高町伊府）
☎44−1515  FAX 44−1514（水曜日休館）

　11月30日（火）まで開催中
◇入館料　一般500円、65歳以上250円、高校生200円、

小･中学生150円
　　　　　（ココロンカード利用者は無料）

■2009｢植村直己冒険賞｣受賞者
　中西大輔特別展『夢への挑戦』
　〜 自転車から見た130カ国 〜
　夢に向かってひたむきにチャレンジし続けた中西
大輔さんの冒険の記録をご覧ください。

　12月18日（土）　開演19：00（開場18：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　フリーサウンドオーケストラピックアップメンバー
◇入場料　全席自由　シングル500円、ペア800円､
　　　　　高校生以下無料
◇託　児　託児（1歳半〜就学未満）を希望の方は、
　　　　　12月8日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■サロンコンサート集大成
　ミュージックア・ラ・カルト
　〜ふと口ずさむ心に残るメロディー〜
　市民プラザ交流サロンで毎月開催している｢サロ
ンコンサート｣の出演者によるステージです。

　11月24日（水）　19：00〜
　12月８日（水）　19：00〜
　講師に、声楽家　藤原俊輔さんを
迎え、歌の発声を基礎から学びます。
◇場　所　ほっとステージ
◇受講料　無料
※当日参加も可能ですが、できるだけ事前に豊岡市

民プラザに申し込みください。

■アートスクール
　うたうための発声｢声楽基礎｣

　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
毎月１回程度コンサートを開催しています。今回は
｢うたごえ喫茶｣を開催します。懐かしい歌の数々を
会場の皆さんも一緒に楽しく歌いましょう。

■第74回サロンコンサートスペシャル♪
　ビート♡うたごえ喫茶

　11月27日（土）　開演13：30（１時間30分のロン
グバージョンです）　　　　　

◇場　所　交流サロン
◇出　演　たじまのうたまつり実行委員会
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用ください。

　市民プラザリハーサル室が小劇場に変身。目の前
の非日常世界を体感してください。

■シアターＲ
アール

（リハーサル室小劇場）Vol.２
　『Ｄ

ド ア ー ズ

oors（扉のむこう）』
　〜ココニイルワタシタチ〜

　12月４日（土）　開演19：00
◇場　所　リハーサル室
◇出　演　演劇ファクトリーz

ゼ ロ
ero ７のメンバー

◇内　容　３月本公演テアトルタンツ（演劇とダン
スの化学反応）に連なるニューワールド

◇入場料　無料（整理券あり）
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平成22年10月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

11月の主な行事
NOVEMBER

平成22年

14（日）いずしこどもまつり（９：00～出石農村環境改善センター）

15（月）
16（火）
17（水）わらべうた＆製作（10：30～出石子育てセンター）アートスクール｢バレエ～バレエの基礎｣講

座（19：00～豊岡市民プラザ）

18（木）なかよし広場（９：30～子育て総合センター）
19（金）
20（土）仲田光成記念第10回豊岡全国かな書展（９：00～総合体育館、～23日）

第12回全日本身体障害者野球選手権大会
（９：00～県立但馬ドーム、～21日）

おはなし広場（10：30～子育て総合センター）
パパと遊ぼうデー（10：30～竹野子育てセンター）

21（日）竹野カニカニカーニバル（９：00～竹野北前館駐車場）
田んぼの学校（９：30～コウノトリ文化館周辺）
第３回市民環境大学（13：00～豊岡市民プラザ）

22（月）おやこふれあい広場（10：30～子育て総合センター）
23（火）勤労感謝の日第24回キューピットマラソン（９：00～竹野中央公園）

かに王国開国式（11：00～JR城崎温泉駅前）

24（水）アートスクール｢うたうための発声～声楽基礎｣講座（19：00～豊岡市民プラザ）

25（木）絵本の読み聞かせ（10：30～城崎子育てセンター）子育てミニ講話＆母親交流会
（10：30～日高子育てセンター）

26（金）母親交流会（10：30～城崎子育てセンター）
27（土）おはなし広場（10：30～子育て総合センター）第74回サロンコンサート

（13：00～豊岡市民プラザ）

28（日）
29（月）
30（火）

1（月）第61回豊岡市美術展（～３日）ほっとたいむ（11：00～子育て総合センター）

2（火）
3（水）文化の日出石お城まつり（9：00～出石城跡周辺）

マロニエまつり（9：30～道の駅｢神鍋高原｣）
第31回兵庫神鍋高原マラソン全国大会写真
コンテスト入賞作品展

（10：00～県立但馬ドーム、～28日）
赤花そばまつり（10：00～赤花そばの郷、但東町）
第６回但馬高校演劇祭（10：30～豊岡市民プラザ）

4（木）豊岡北地区暴力追放・防犯・交通安全大会（13：30～城崎大会議館）

5（金）戦没者追悼式（市民会館）永楽館大歌舞伎（第１部11：00～、
第２部16：00～出石永楽館、～10日）

6（土）おはなし広場（10：30～子育て総合センター）アートスクール｢制作～地域と劇場｣講座
（19：00～豊岡市民プラザ）

7（日）阿瀬渓谷紅葉ウオーク（８：30～湯の原温泉オートキャンプ場）
阿瀬渓谷紅葉まつり（9：00～阿瀬渓谷）
パパと遊ぼうD

デ ー

AY！（10：30～日高子育てセンター）

8（月）
9（火）わいわいコーラス（10：00～竹野子育てセンター）
10（水）親子運動遊び（10：30～但東子育てセンター）アートスクール｢バレエ～バレエの基礎｣講

座（19：00～豊岡市民プラザ）

11（木）絵本の読み聞かせの会（10：30～日高子育てセンター）
12（金）中学生の育児体験に参加しよう（９：00～竹野子育てセンター）

元
げ ん き ん

気ingピック（10：00～総合体育館）
ドラマリーディング体験講座サロンd

ド

e読み
しばい（19：00～豊岡市民プラザ）

13（土）平成22年度コウノトリ翔る但馬まるごと感動市・ひょうご森のまつり2010
（10：00～県立但馬ドーム）

パパと遊ぼうデー（10：30～子育て総合センター）
豊岡南地区暴力追放・防犯・交通安全大会

（13：30～日高文化体育館）
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Ⓘ

合　計 男　性 女　性 世帯数
89,039人（－55人） 42,598人（－11人） 46,441人（－44人） 32,365世帯（＋2世帯）
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　市指定史跡30件のうちには、それぞれの地域の特色を表すものが数多く指定されています。今回は、
その中で代表的なもの４件を紹介します。

Trademark of American Soybean Association
「広報とよおか」は、資源保護のため環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。
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　豊岡の文化財を紹介します。皆
さんの身近にある文化財を見てい
きましょう。
 《問合せ》文化振興課☎23-1160

神鍋遺跡
日高町太田

ヨゴレババ古墳群
竹野町田久日

歴史 探訪
～文化財を巡る～16

「史跡名勝天然記念物（史跡４）」
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出石町内町

・配石遺構
・禁門の変

語句の解説


